
不
易
流
行（
ふ
え
き
り
ゅ
う
こ
う
） 

彦
根
商
工
会
議
所
通
信　

Ｎ
Ｏ
・
７
５
３　

２
０
１
７
年
８
月
１
日
発
行　

編
集
・
発
行　

彦
根
商
工
会
議
所　

彦
根
市
中
央
町
三
ー
八　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
４
９
ー
２
２
ー
４
５
５
１

不易
流行
ふえき りゅうこう

彦根商工会議所
Hikone Chamber of commerce & industry.

www.h i kone -cc i . o r . j p

NO.753 monthly
彦根商工会議所通信

2017年8月1日発行（毎月1日発行）8 12017
 

写真:彦根写真連盟 会員光の饗宴

contents

特集 歴史遺産活用先進事例
文化財や史跡を、官から民が守る時代



1 彦根商工会議所通信 vol.41

　
６
月
28
日
通
常
議
員
総
会
の
後
、バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
代
表
取

締
役
の
他
力
野
淳
氏
を
講
師
に
招
き
、「
古

民
家
な
ど
の
地
域
文
化
資
源
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演

が
あ
っ
た
。そ
の
講
演
か
ら
先
進
事
例
を

学
び
、彦
根
の
歴
史
遺
産
活
用
の
可
能
性

を
探
り
た
い
。

　　
ま
ず
、他
力
野
氏
の
経
歴
と
バ
リ
ュ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
が
何
を
目
指
し

企
業
活
動
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
記

し
て
お
き
た
い
。

　
他
力
野
氏
は
、「
施
設
再
生
か
ら
地
域
を

活
性
化
に
繋
げ
、日
本
独
自
の
文
化
を
紡

ぐ
」こ
と
を
テ
ー
マ
に
、２
０
０
５
年
バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社（
以
下
バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）を
設
立
。文
化
財

な
ど
伝
統
的
建
造
物
、行
政
の
遊
休
施
設

の
修
復
運
用
や
、ホ
テ
ル
・
旅
館
・
結
婚
式

場
な
ど
の
施
設
再
生
を
行
っ
て
い
る
。

　
会
社
設
立
に
は
他
力
野
氏
の
生
い
立
ち

が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　
長
崎
出
身
、神
戸
育
ち
。誕
生
日
が
原

爆
投
下
の
８
月
９
日
、５
つ
下
の
弟
も
同

じ
８
月
９
日
の
生
ま
れ
で
あ
る
。「
何
と
も

言
え
な
い
大
き
な
も
の
を
抱
え
て
育
っ
て

き
た
」と
い
う
。21
歳
の
時
、神
戸
で
阪
神

淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
。「
当
初
は
た
だ

の
憤
り
と
自
身
の
無
力
感
し
か
な
か
っ
た

が
、今
日
の
当
た
り
前
が
明
日
の
当
た
り

前
で
は
な
い
」こ
と
を
悟
っ
た
。原
爆
は

人
災
、地
震
は
天
災
で
あ
る
。多
く
の
価

値
あ
る
も
の
が
一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
て
き

た
事
実
が
目
の
前
に
あ
っ
た
。

　
他
力
野
氏
は「
文
化
は
必
要
性
で
あ
り
、

ど
ん
な
災
難
の
な
か
で
あ
っ
て
も
人
が
意

思
を
持
て
ば
必
ず
残
す
こ
と
が
で
き
る
。

文
化
と
は
、人
の
行
動
様
式
や
知
識
の
結

晶
、で
あ
る
か
ら
紡
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。人
と
本
気
で
向
き
合
う
会
社

を
創
る
こ
と
で
有
形
無
形
の
文
化
を
紡
ぎ
、

地
域
の
活
性
化
を
実
現
し
た
い
」と
語
る
。

　
そ
の
念
い
、「
文
化
を
紡
ぎ
、日
本
の
活

性
化
に
直
接
寄
与
」す
る
企
業
が
、バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。「
こ
れ
ま
で
人

の
意
思
に
よ
っ
て
紡
が
れ
て
き
た
文
化
を
、

民
間
が
活
用
し
マ
ネ
タ
イ
ズ
す
る
こ
と
で

『
価
値
あ
る
日
本
文
化
』と
し
て
後
世
に
残

し
て
い
く
」こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。

　
国
が
抱
え
る
課
題
の
一
つ
に
空
家
・
空
き

ビ
ル
問
題
が
あ
る
。そ
の
な
か
の
１
５
０

万
棟
が
古
民
家
・
歴
史
的
建
造
物
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
。今
、日
本
は
世
界
が
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
人
口
減
少
・
高
齢
化
が

加
速
度
を
増
し
て
進
ん
で
い
る
。こ
れ
ま

で
国
が
税
金
を
使
っ
て
守
っ
て
き
た
文
化

や
文
化
財
も
、社
会
の
構
造
的
な
変
化
で

今
ま
で
通
り
に
は
い
か
な
く
な
る
こ
と
は

目
に
見
え
て
い
る
。

　
歴
史
的
な
街
並
み
や
建
造
物
の
保
存
活

用
は
、寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は

限
界
が
あ
り
、長
期
に
わ
た
っ
て
の
利
活

用
も
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。こ
れ
か

ら
は
、歴
史
的
建
造
物
を
民
間
が
利
活
用

し
、利
益
を
捻
出
す
る
再
生
ビ
ジ
ネ
ス
に

よ
り
維
持
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
な
の
で
あ
る
。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
新
技
術
で

世
の
中
を
変
え
る
こ
と
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、ビ
ジ
ネ
ス
を
運
用
す
る
力
の
根
幹
と

な
る「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
」に
特
化
し
、モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
本
来

持
つ
価
値
を
最
大
化
さ
せ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
集
団
で
あ
る
。

　
他
力
野
氏
は
、「
組
織
作
り
に
相
当
時
間

を
割
い
て
い
ま
す
。よ
く
そ
こ
ま
で
や
る

な
あ
と
、他
の
経
営
者
に
言
わ
れ
ま
す
が
、

高
い
次
元
で
人
と
向
き
合
う
会
社
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、マ
ン

シ
ョ
ン
の
一
室
か
ら
始
ま
っ
た
個
人
会
社

か
ら
、本
年
13
期
目
を
迎
え
、昨
年
の
売
上

が
55
億
、５
４
０
人
の
従
業
員
を
抱
え
る

企
業
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も

多
い
。昨
年
は
テ
レ
ビ
東
京「
ガ
イ
ア
の

夜
明
け
」「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ

ト
」、Ｎ
Ｈ
Ｋ「
経
済
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
」な

ど
約
１
５
０
回
、本
年
は「
カ
ン
ブ
リ
ア
宮

殿
」な
ど
、い
ま
ま
で
は
税
金
で
残
し
て
き

た
文
化
財
を
民
間
の
実
業
で
残
す
と
い
う

取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
て
い
る
証
拠
だ

ろ
う
。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
運
営
す
る

会
場
は
数
多
い
が
、そ
の
一
部
を
紹
介
し

て
お
く
。「
こ
れ
ま
で
人
の
意
思
に
よ
っ
て

紡
が
れ
て
き
た
文
化
を
、民
間
が
活
用
し

マ
ネ
タ
イ
ズ
す
る
こ
と
で『
価
値
あ
る
日

本
文
化
』と
し
て
後
世
に
残
し
て
い
く
」

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ
と
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
京
都
の
鴨
川
畔
に
佇
む
、１
４
５
年
の

歴
史
あ
る
元
老
舗
料
亭
旅
館
。大
正
11
年

築
の
五
層
楼
閣
純
和
風
建
築
を
リ
ノ
ベ
ー

ト
し
て
い
る
。夏
に
は
京
都
の
風
物
詩「
川

床
」を
愉
し
む
こ
と
も
で
き
る
。地
元
京

都
の
食
材
を
使
っ
た
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ

ン
も
人
気
で
あ
る
。

　
京
都
の
観
光
名
所
・
東
山
は
国
の
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
あ
る
。ア

カ
ガ
ネ
リ
ゾ
ー
ト
京
都
東
山
１
９
２
５
の

前
身
は
１
９
２
５
年（
大
正
14
年
）に
建

造
さ
れ
た
老
舗
企
業
オ
ー
ナ
ー
の
邸
宅
。

洗
練
空
間
で
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
他
に
、

フ
レ
ン
チ
ダ
イ
ニ
ン
グ
、蔵
を
改
造
し
た

カ
フ
ェ
、11
席
限
定
の
シ
ェ
フ
ズ
カ
ウ
ン

タ
ー
が
利
用
可
能
。

　
１
９
０
０
年
、北
野
に
居
留
し
た
外
国

人
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
。１
９
８
０
年

に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指

定
さ
れ
た
こ
の
施
設
は
、ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

の
み
利
用
可
能
で
一
般
非
公
開
だ
っ
た
が

レ
イ
ン
邸
な
ら
で
は
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
レ

ス
ト
ラ
ン
と
し
て
も
利
用
可
能
と
な
っ
た
。

　
１
９
１
９
年
築
の
神
戸
の
西
洋
建
築
を

代
表
す
る
施
設（
県
指
定
文
化
財
指
定
）

で
あ
る
。ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
提
供
だ
け
で

な
く
、極
上
の
本
格
フ
レ
ン
チ
を
提
供
し

て
い
る
。数
々
の
賓
客
を
も
て
な
し
て
き

た
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
顧
客
に
上
質

な
時
間
を
提
供
し
評
判
を
得
て
い
る
。

　
大
阪
城
公
園
内
に
位
置
す
る
、西
の
丸

庭
園
を
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
持
つ
施
設
地
。

１
９
９
５
年
の
A
P
E
C
大
阪
開
催
の
際

に
新
造
さ
れ
た
も
の
で
、京
都
二
条
城
の

二
の
丸
御
殿
の
白
書
院
を
モ
デ
ル
に
し
た

鉄
骨
２
階
建
て
の
純
和
風
建
築
。現
在
は

各
種
会
議
に
随
時
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い

る
近
代
化
遺
産
で
あ
る
兵
庫
県
農
工
銀
行

豊
岡
支
店（
旧
豊
岡
市
役
所
南
庁
舎
）を

再
生
し
た
施
設
。昭
和
初
期
の
近
代
建
築

の
し
つ
ら
え
を
残
し
な
が
ら
、シ
ン
プ
ル

で
温
か
み
の
あ
る
客
室
全
５
室
を
有
し
、

地
域
の
食
材
を
生
か
し
た
絶
品
フ
レ
ン
チ

を
提
供
す
る
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
で
あ
る
。ま

た
施
設
に
は
ス
イ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
や
Ｂ
Ａ

Ｒ
も
併
設
し
て
い
る
。

　
旧
木
村
酒
造
場「
Ｅ
Ｎ
」は
、４
０
０
年

の
歴
史
を
持
つ
旧
木
村
酒
造
場
を
リ
ノ

ベ
ー
ト
し
た
、複
合
商
業
施
設
で
あ
る
。

５
室
の
み
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
宿
泊
施

設
と
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
地
元
の
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
が
好
評
で
、竹
田

城
観
光
客
に
人
気
の
宿
泊
施
設
と
な
っ
て

い
る
。

　
兵
庫
県
篠
山
市
の
江
戸
時
代
に
建
築
さ

れ
た
古
民
家
４
軒
を
改
装
し
、複
合
商
業

施
設
と
し
て
２
０
１
５
年
10
月
３
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。城
下
町
跡
を
取
り
込
む

よ
う
に
、複
数
の
古
民
家
を
客
室
と
し
、城

下
町
全
体
を
ひ
と
つ
の
ホ
テ
ル
と
見
立
て

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。建
築
の
歴
史

性
を
尊
重
し
な
が
ら
、地
域
で
暮
ら
す
こ

と
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
場
を
作
り
、

食
文
化
、生
活
文
化
を
復
刻
す
る
と
共
に
、

訪
れ
る
顧
客
に「
篠
山
の
暮
ら
し
」の
豊

か
さ
を
自
然
な
カ
タ
チ
で
体
験
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、こ
れ
ら

の
事
業
が
評
価
さ
れ
２
０
１
６
年
２
月
10

日
、革
新
的
か
つ
潜
在
成
長
力
の
高
い
事

業
を
行
う
、志
の
高
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
経
営
者
を
称
え
る
表
彰
制
度「Japan 

Venture Aw
ard

（
ジ
ャ
パ
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー

ア
ワ
ー
ド
）」で
、「
日
本
文
化
再
生
特
別
賞
」

を
受
賞
。「
日
本
文
化
を
紡
ぐ
」こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
事
業
モ
デ
ル
が
日
本
社
会

に
価
値
を
も
た
ら
す
と
し
て
、高
い
評
価

を
得
た
結
果
だ
っ
た
。

　　　
政
府
は
２
０
１
６
年
９
月
、内
閣
官
房

の
主
導
で
、全
省
庁
が
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま

ち
づ
く
り
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」を
立
ち
上

げ
、「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち

づ
く
り
連
携
推
進
室
」を
設
置
し
た
。様
々

な
地
域
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
参
加
し
た
有
識
者
を

中
心
に
構
成
す
る
専
門
家
会
議
が
、オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
伴
走
支
援
を
行
い
、２
０

２
０
年
ま
で
に
全
国
２
０
０
地
域
で
歴
史

的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
目
指
す
考
え
だ
。ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
お
勧
め

す
る
。

（http://kom
inkasupport.jp

）

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
他
力
野
氏
、

一
般
社
団
法
人
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
の
金
野
幸
雄
氏

は
、こ
の
専
門
家
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
が
地
域
再
生
の
成
功

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
、兵
庫

県
篠
山
市
の「
集
落
丸
山
」、「
篠
山
城
下
町

ホ
テ
ル
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
」で
あ
る
。

　
「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｉ
Ａ
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は『
不
易

流
行
』（
２
０
１
６
年
２
月
１
日
発
行
）で
、「
篠

山
城
下
町
ホ
テ
ル
に
学
ぶ
」と
題
し
特
集

記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。こ
こ
で
は
要
点

だ
け
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
取
り
組
み
は
、

平
成
26
年
地
域
再
生
法
に
基
づ
く「
地
域

再
生
推
進
法
人
」の
指
定
を
受
け
た
一
般

社
団
法
人
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
を
は
じ
め
、各
分
野

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
参
画
し
、関
西
圏
国

家
戦
略
特
区
の
特
区
事
業
認
定
を
活
用
し

な
が
ら
、建
築
基
準
法
の
緩
和
や
旅
館
業

法
の
特
例
、ま
た
、Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ（
地
域
経

済
再
生
支
援
機
構
）の
観
光
活
性
化
マ
ザ

ー
フ
ァ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
民
間
資
本
の

投
融
資
を
受
け
て
実
施
す
る
な
ど
、日
本

初
の
事
例
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。

　
画
期
的
な
の
は
、特
区
事
業
に
認
定
さ

れ
る
こ
と
で
、９
室
以
下
の「
ホ
テ
ル
」、４

室
以
下
の「
旅
館
」が
実
現
で
き
る
よ
う

に
な
り
、旅
館
業
法
の
玄
関
帳
場（
フ
ロ
ン

ト
）設
置
義
務
に
つ
い
て
も
規
制
緩
和
に

よ
り
複
数
の
分
散
し
た
宿
泊
施
設
を
、一

ヶ
所
で
運
営
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
点
で
あ
る
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
は
、物
件
を「
10
年
間
無
償

で
借
り
上
げ（
固
定
資
産
税
相
当
額
を
負

担
）、資
金
を
投
下
し
て
改
修
し
、こ
れ
を

事
業
者
に
サ
ブ
リ
ー
ス（
又
貸
し
）し
、10

年
間
の
家
賃
収
入
で
資
金
回
収
す
る
」と

い
う
手
法
を
採
用
し
て
い
る（
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
的
な
要
素
）。所
有
者
に
と
っ
て
、固

定
資
産
税
の
負
担
が
な
く
な
り
、修
繕
等

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
心
配
が
不
要
と
な
る

ば
か
り
で
な
く
、10
年
後
に
は
再
生
さ
れ

た
物
件
が
戻
っ
て
く
る
、と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

　
空
き
家
化
し
て
い
る
歴
史
的
建
造
物
の

背
景
に
は
お
お
よ
そ
、次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

● 

歴
史
的
な
建
造
物
は
、そ
の
街（
自
治

体
）の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
た
め
、「
簡
単
に

は
放
棄
で
き
な
い
」又
は「
壊
せ
な
い
」。

● 

古
く
か
ら
、そ
の
地
域
の
名
家（
庄
屋
・

名
士
）で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、解
体
し
た

り
、売
却
す
る
事
が
難
し
い
。

● 

個
人
で
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
歴
史

的
な
建
造
物
は
、自
治
体
や
国
に
寄
付
さ

れ
、登
録
文
化
財
等
と
し
て
登
録
さ
れ
、最

低
限
の
維
持
が
成
さ
れ
る
。 

し
か
し
、行

政
主
導
で
再
生
す
る
場
合
、従
来
型
の
記

念
館
や
資
料
館
、地
域
セ
ン
タ
ー
と
な
り

指
定
管
理
料（
委
託
料
）な
ど
が
更
に
発

生
し
、ほ
と
ん
ど
が
赤
字
運
営
と
な
る
ケ

ー
ス
が
多
い
。

● 

寄
付
さ
れ
た
建
物
は
、活
用
さ
れ
て
い

な
い
状
態（
空
き
家
）で
も
、最
低
限
の
維

持
管
理
コ
ス
ト
が
年
間
数
百
万
必
要
と
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

● 

自
治
体
が
保
有
又
は
預
か
っ
て
い
る
建

物
な
の
で
、民
間
企
業
が
活
用
で
き
な
い
。

● 

採
算
の
合
う
事
業
モ
デ
ル
に
出
来
な

く
て
困
っ
て
い
る
地
方
自
治
体
は
多
い
。

　
「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｉ
Ａ
」の
推
進
母
体
は
、兵
庫
県
の
丹
波
篠

山
を
拠
点
に
古
民
家
の
再
生
活
用
を
中
心

と
し
た
地
域
づ
く
り
を
行
う「
一
般
社
団

法
人
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
」で
あ
り
、サ
ブ
リ
ー
ス
と

い
う
カ
タ
チ
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
担
っ
て
い
る
の
が
バ
リ
ュ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

　
一
般
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、そ

れ
ま
で
の
組
織
に
な
か
っ
た
新
た
な
ス
キ

ル
や
ナ
レ
ッ
ジ
を
投
入
す
る
こ
と
で
活
性

化
を
図
り
成
果
を
創
出
す
る
。ま
た
施
設

再
生
で
は
リ
ノ
ベ
ー
ト
す
る
こ
と
で
町
に

話
題
が
生
ま
れ
る
。確
か
に
施
設
は
変
わ

り
、組
織
は
活
性
化
す
る
が
決
し
て
長
続

き
は
し
な
い
。正
し
く
運
用
さ
れ
続
け
な

け
れ
ば
、成
果
は
最
大
化
さ
れ
な
い
の
だ
。

　
正
し
く
運
用
す
る
た
め
に
必
要
な
エ
ン

ジ
ン
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

施
設
を
運
用
す
る
根
幹
と
な
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
特
化
し
、モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
本
来
持
つ
価
値
を
最
大

化
さ
せ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
だ
。

　　
周
知
の
よ
う
に
、彦
根
城
跡
は
国
指
定

特
別
史
跡
で
あ
る
た
め
、史
跡
内
の
現
状

変
更
は
法
的
に
許
さ
れ
な
い
。彦
根
城
天

守
・
附
櫓
及
び
多
聞
櫓
は
国
指
定
国
宝
、

天
秤
櫓
・
西
の
丸
三
重
櫓
及
び
続
櫓
・
二

の
丸
佐
和
口
多
聞
櫓
・
太
鼓
門
及
び
続
櫓
・

馬
屋
は
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
。ま

た
、特
別
史
跡
内
に
国
指
定
名
勝
の
玄
宮

園
・
楽
々
園
、公
有
財
産
と
な
っ
た
旧
木

俣
家
屋
敷
跡
、市
指
定
文
化
財
の
旧
池
田

屋
敷
長
屋
門
・
旧
西
郷
屋
敷
長
屋
門
が
あ

る
。旧
松
原
下
屋
敷（
お
浜
御
殿
）も
ま
た

国
の
名
勝
指
定
、彦
根
藩
校
の
唯
一
現
存

す
る
建
物
で
あ
る
金
亀
会
館
は
市
指
定
文

化
財
で
あ
る
。

　
彦
根
城
の
周
り
に
は
、近
代
化
遺
産
が

点
在
し
、２
０
１
６
年
河
原
町
芹
町
地
区

が
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区（
重

伝
建
地
区
）に
選
定
さ
れ
、歴
史
が
重
層
的

に
降
り
積
も
る
唯
一
無
二
の
歴
史
的
風
致

を
有
し
て
い
る
。そ
の
他
、県
が
指
定
す

る
文
化
財
、市
が
指
定
す
る
文
化
財
、そ
し

て
国
の
登
録
文
化
財
な
ど
数
多
く
の
文
化

財
が
存
在
し
、知
的
で
上
品
、文
化
的
な
雰

囲
気
で
満
た
さ
れ
て
い
る
。

　
国
宝
と
国
の
重
要
文
化
財
は
、民
間
が

利
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、「
法
務
省
は
明
治
時
代
に
造
ら

れ
た
五
大
監
獄
の
一
つ
で
赤
レ
ン
ガ
の
名

建
築
で
知
ら
れ
る
旧
奈
良
監
獄（
奈
良
市
）

の
運
営
権
を
、清
水
建
設
な
ど
８
社
の
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
共
同
事
業
体
）に
売
却

す
る
方
針
を
決
め
た
。２
０
２
０
年
を
メ

ド
に
重
要
文
化
財
の
監
獄
を
生
か
し
た
全

国
初
の
ホ
テ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
る
。歴
史

的
建
造
物
の
保
存
と
観
光
資
源
と
し
て
の

活
用
を
両
立
す
る
取
り
組
み
」（
日
経
新
聞

２
０
１
７
年
５
月
26
日
）と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
よ
う
に
、旧
奈
良
監
獄
を
皮
切

り
に
、国
重
要
文
化
財
も
利
活
用
が
可
能

な
方
向
に
進
ん
で
い
る
。

　
彦
根
市
に
お
け
る
文
化
財
に
対
し
て
の

当
初
予
算（
保
存
、修
景
等
）は
、27
年
度

４
６
８
，５
５
３（
千
円
）、28
年
度
４
６
１
，７

８
１（
千
円
）、29
年
度
４
３
９
，２
９
６（
千
円
）

と
な
っ
て
お
り
、当
初
予
算
で
は
減
額
し

て
い
る
が
、補
正
等
含
め
る
と
文
化
財
保

護
に
対
す
る
予
算
は
増
額
し
て
い
る
。

　
彦
根
城
入
山
者
数
が
安
定
し
て
増
え
て

お
り
、入
山
者
を
70
万
人
・
入
山
料
６
０

０
円
と
仮
定
す
る
と
、毎
年
４
億
以
上
の

固
定
の
収
入
を
得
て
い
る
計
算
に
な
る
。

当
初
予
算
に
近
い
財
源
を
彦
根
城
入
山
者

収
入
で
確
保
で
き
る
点
、他
都
市
よ
り
は

恵
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。（
彦
根
城
入
山
者
収

入
や
お
城
駐
車
場
、自
販
機
収
入
は
特
別
会
計
と

し
て
主
に
観
光
・
文
化
事
業
に
使
わ
れ
て
い
た

も
の
を
、ど
の
事
業
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
一

般
会
計
に
変
更
し
今
日
ま
で
至
っ
て
い
る
）。

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
二
条
城
は
、

通
常
は
入
場
で
き
な
い
夜
の
時
間
に
非

公
開
の
場
所
で
開
催
す
る
ア
ー
ト
ア
ク

ア
リ
ウ
ム
城
の
特
別
展
を
は
じ
め
、文
化

財
担
当
部
局
が
城
内
で
定
期
的
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
す
る
な
ど
、入
場
料
収
入
増

と
観
光
消
費
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
も

た
ら
す
市
税
収
入
増
を
図
っ
て
い
る
。国

指
定
特
別
史
跡
で
あ
り
、彦
根
城
の
世
界

遺
産
登
録
が
進
む
な
か
、収
益
増
と
利
活

用
を
前
提
に
し
た
文
化
財
の
保
存
活
用

計
画
等
の
作
成
は
困
難
を
極
め
る
だ
ろ

う
が
、文
化
財
の
利
活
用
に
関
し
て
規
制

緩
和
や
法
改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
前

提
に
し
た
利
活
用
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
だ
ろ
う
。文
化
財
の
保
存
と
活
用

を
共
存
さ
せ
、歴
史
的
価
値
を
最
大
限
に

活
か
す
た
め
の
方
策
を「
彦
根
の
た
め

に
」を
第
一
義
と
し
て
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
彦
根
の
古
民
家（
町
家
）の
利
活
用
に

つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　
彦
根
市
内
に
ど
の
程
度
町
家
が
残
っ
て

い
る
か
包
括
的
な
調
査
が
研
究
機
関
で
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、10
年
前
で
１
０
０
０

軒
以
上
、現
在
で
は
５
０
０
軒
程
度
で
は

な
い
か
と
専
門
家
は
予
想
し
て
い
る
。今

後
、住
人
不
在
の
町
家
等
が
増
加
し
、取
り

壊
し
等
に
よ
る
減
少
も
考
え
ら
れ
る
。そ

の
中
の
一
部
の
町
家
等
が
新
し
い
住
人
に

引
き
渡
さ
れ
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、リ
ノ
ベ
ー
ト
し
有
効
な
利
活
用
可

能
な
物
件
と
な
る
と
、そ
の
数
は
限
ら
れ

て
く
る
。し
か
し
、ひ
と
言
に
利
活
用
と

い
っ
て
も
多
種
多
様
で
あ
る
。ま
た
、そ

の
利
活
用
も
成
功
事
例
か
ら
失
敗
事
例
、

中
途
半
端
な
も
の
ま
で
様
々
だ
。共
通
し

て
い
え
る
の
は
活
用
す
る
人
や
団
体
の
意

向
で
歴
史
的
建
造
物
の
命
運
は
左
右
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
そ
の
成
功
事
例
の
一
つ
が
、内
閣
官
房

「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ

く
り
連
携
推
進
室
」が
地
域
再
生
の
成
功

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
、Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
や

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
活
動
で
あ
る
。

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
は
一
度
、古
民
家
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
自
ら
で
行
い
失
敗
し
た
経

験
が
あ
る
。そ
こ
で
、よ
り
専
門
性
の
高

い
運
営
会
社
で
あ
る
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
連
携
す
る
こ
と
で
町
屋
オ
ー
ベ
ル

ジ
ュ
の
多
角
化
に
成
功
し
た
の
だ
。

　
古
民
家
修
復
に
は
何
千
万
と
い
う
資
金

が
必
要
と
な
る
。篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
、宿
泊
12
室
の
ホ
テ

ル
事
業
で
、資
金
の
ほ
ぼ
全
額
を
民
間
資

金（
投
資
フ
ァ
ン
ド
）で
実
施
し
て
い
る
。

こ
の「
投
資
フ
ァ
ン
ド
方
式
」に
よ
り
、地

方
自
治
体
と
の
調
整
や
予
算
化
の
必
要
も

な
く
、税
金
を
使
わ
ず
に
空
き
家
と
な
っ

て
い
る
古
民
家
を
買
い
取
り
、事
業
運
営

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
投
資
フ
ァ
ン
ド
方
式
」が
決
定
さ
れ

た
背
景
に
は
、投
資
リ
タ
ー
ン
が
コ
ミ
ッ

ト
で
き
る
し
っ
か
り
と
し
た
事
業
計
画

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い（
城
下
町

全
体
を
ひ
と
つ
の
ホ
テ
ル
に
見
立
て
た

構
想
な
ど
）。勿
論
、事
業
者
誘
致
、デ
ザ

イ
ン
、情
報
戦
略
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も

優
れ
た
事
業
者
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

　
今
後
ま
す
ま
す
、民
に
よ
る
文
化
財
建

造
物
や
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、地
域
住
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、民

間
事
業
者
な
ど
地
域
の
多
様
な
人
た
ち
の

連
携
が
必
要
と
な
る
。ま
た
、こ
れ
ら
を

ま
と
め
る
た
め
に
も
歴
史
都
市
彦
根
と
し

て
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
行
政
が
中
心
と

し
て
策
定
し
、同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
共
有
で

き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
も
あ
る
。さ

ら
に
行
政
は
、文
化
財
行
政
、都
市
行
政
、
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「
日
本
の
文
化
を
紡
ぐ
」仕
事

文
化
財
や
史
跡
を
、官
か
ら
民
が

守
る
時
代

観
光
行
政
等
に
よ
る
連
携
し
た
事
業
の
実

施
に
よ
り
推
進
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
も
あ

る
。文
化
財
建
造
物
の
保
存
と
活
用
を
切

り
口
と
し
て
民
と
官
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
意
義
は
大
き
く
、ま
た
、歴
史
都
市

の
ま
ち
づ
く
り
は
、彦
根
の
文
化
的
景
観

さ
ら
に
は
歴
史
的
風
致
を
も
高
め
る
も
の

で
も
あ
る
。

　
古
民
家
の
再
生
費
用
に
関
し
て
、国
ま

た
は
行
政
支
援
メ
ニ
ュ
ー
と
の
連
携
パ

タ
ー
ン
は
、次
の
５
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

①
全
額
を
フ
ァ
ン
ド 

②
国
ま
た
は
地
方
自

治
体
１
／
３
、フ
ァ
ン
ド
２
／
３ 

③
国
ま
た

は
地
方
自
治
体
１
／
２
、フ
ァ
ン
ド
１
／
２ 

④
国
１
／
３
、地
方
自
治
体
１
／
３
、フ
ァ

ン
ド
１
／
３ 

⑤
全
額
を
地
方
自
治
体

　
彦
根
の
可
能
性
を
最
大
限
に
活
か
す
た

め
に
は
、文
化
財
を
守
る
と
共
に
利
活
用

す
る
た
め
の
大
き
な
資
金
を
動
か
す
こ
と

の
で
き
る
中
間
支
援
活
動
を
担
う
組
織

（
特
定
目
的
会
社
）が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
そ
し
て
、他
で
は
真
似
で
き
な
い
圧
倒

的
な
も
の「
彦
根
の
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

＆ 

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
」

を
生
み
出
す
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

興
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。文
化
財
や
史

跡
を
民
が
守
る
時
代
の
彦
根
の
可
能
性
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

特集
歴史遺産活用先進事例

文化財や史跡を、官から民が守る時代  

江戸時代前期に形成された城下町の町割と町家が良
好な歴史的風致を形成している「彦根市河原町芹町
地区」は、2016年国の重要伝統的建造物群保存地区に
選定された。（2017年4月1日現在、全国の重要伝統的
建造物群保存地区は114地区） 
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６
月
28
日
通
常
議
員
総
会
の
後
、バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
代
表
取

締
役
の
他
力
野
淳
氏
を
講
師
に
招
き
、「
古

民
家
な
ど
の
地
域
文
化
資
源
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演

が
あ
っ
た
。そ
の
講
演
か
ら
先
進
事
例
を

学
び
、彦
根
の
歴
史
遺
産
活
用
の
可
能
性

を
探
り
た
い
。

　　
ま
ず
、他
力
野
氏
の
経
歴
と
バ
リ
ュ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
が
何
を
目
指
し

企
業
活
動
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
記

し
て
お
き
た
い
。

　
他
力
野
氏
は
、「
施
設
再
生
か
ら
地
域
を

活
性
化
に
繋
げ
、日
本
独
自
の
文
化
を
紡

ぐ
」こ
と
を
テ
ー
マ
に
、２
０
０
５
年
バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社（
以
下
バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）を
設
立
。文
化
財

な
ど
伝
統
的
建
造
物
、行
政
の
遊
休
施
設

の
修
復
運
用
や
、ホ
テ
ル
・
旅
館
・
結
婚
式

場
な
ど
の
施
設
再
生
を
行
っ
て
い
る
。

　
会
社
設
立
に
は
他
力
野
氏
の
生
い
立
ち

が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　
長
崎
出
身
、神
戸
育
ち
。誕
生
日
が
原

爆
投
下
の
８
月
９
日
、５
つ
下
の
弟
も
同

じ
８
月
９
日
の
生
ま
れ
で
あ
る
。「
何
と
も

言
え
な
い
大
き
な
も
の
を
抱
え
て
育
っ
て

き
た
」と
い
う
。21
歳
の
時
、神
戸
で
阪
神

淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
。「
当
初
は
た
だ

の
憤
り
と
自
身
の
無
力
感
し
か
な
か
っ
た

が
、今
日
の
当
た
り
前
が
明
日
の
当
た
り

前
で
は
な
い
」こ
と
を
悟
っ
た
。原
爆
は

人
災
、地
震
は
天
災
で
あ
る
。多
く
の
価

値
あ
る
も
の
が
一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
て
き

た
事
実
が
目
の
前
に
あ
っ
た
。

　
他
力
野
氏
は「
文
化
は
必
要
性
で
あ
り
、

ど
ん
な
災
難
の
な
か
で
あ
っ
て
も
人
が
意

思
を
持
て
ば
必
ず
残
す
こ
と
が
で
き
る
。

文
化
と
は
、人
の
行
動
様
式
や
知
識
の
結

晶
、で
あ
る
か
ら
紡
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。人
と
本
気
で
向
き
合
う
会
社

を
創
る
こ
と
で
有
形
無
形
の
文
化
を
紡
ぎ
、

地
域
の
活
性
化
を
実
現
し
た
い
」と
語
る
。

　
そ
の
念
い
、「
文
化
を
紡
ぎ
、日
本
の
活

性
化
に
直
接
寄
与
」す
る
企
業
が
、バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。「
こ
れ
ま
で
人

の
意
思
に
よ
っ
て
紡
が
れ
て
き
た
文
化
を
、

民
間
が
活
用
し
マ
ネ
タ
イ
ズ
す
る
こ
と
で

『
価
値
あ
る
日
本
文
化
』と
し
て
後
世
に
残

し
て
い
く
」こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。

　
国
が
抱
え
る
課
題
の
一
つ
に
空
家
・
空
き

ビ
ル
問
題
が
あ
る
。そ
の
な
か
の
１
５
０

万
棟
が
古
民
家
・
歴
史
的
建
造
物
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
。今
、日
本
は
世
界
が
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
人
口
減
少
・
高
齢
化
が

加
速
度
を
増
し
て
進
ん
で
い
る
。こ
れ
ま

で
国
が
税
金
を
使
っ
て
守
っ
て
き
た
文
化

や
文
化
財
も
、社
会
の
構
造
的
な
変
化
で

今
ま
で
通
り
に
は
い
か
な
く
な
る
こ
と
は

目
に
見
え
て
い
る
。

　
歴
史
的
な
街
並
み
や
建
造
物
の
保
存
活

用
は
、寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は

限
界
が
あ
り
、長
期
に
わ
た
っ
て
の
利
活

用
も
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。こ
れ
か

ら
は
、歴
史
的
建
造
物
を
民
間
が
利
活
用

し
、利
益
を
捻
出
す
る
再
生
ビ
ジ
ネ
ス
に

よ
り
維
持
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
な
の
で
あ
る
。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
新
技
術
で

世
の
中
を
変
え
る
こ
と
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、ビ
ジ
ネ
ス
を
運
用
す
る
力
の
根
幹
と

な
る「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
」に
特
化
し
、モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
本
来

持
つ
価
値
を
最
大
化
さ
せ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
集
団
で
あ
る
。

　
他
力
野
氏
は
、「
組
織
作
り
に
相
当
時
間

を
割
い
て
い
ま
す
。よ
く
そ
こ
ま
で
や
る

な
あ
と
、他
の
経
営
者
に
言
わ
れ
ま
す
が
、

高
い
次
元
で
人
と
向
き
合
う
会
社
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、マ
ン

シ
ョ
ン
の
一
室
か
ら
始
ま
っ
た
個
人
会
社

か
ら
、本
年
13
期
目
を
迎
え
、昨
年
の
売
上

が
55
億
、５
４
０
人
の
従
業
員
を
抱
え
る

企
業
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も

多
い
。昨
年
は
テ
レ
ビ
東
京「
ガ
イ
ア
の

夜
明
け
」「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ

ト
」、Ｎ
Ｈ
Ｋ「
経
済
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
」な

ど
約
１
５
０
回
、本
年
は「
カ
ン
ブ
リ
ア
宮

殿
」な
ど
、い
ま
ま
で
は
税
金
で
残
し
て
き

た
文
化
財
を
民
間
の
実
業
で
残
す
と
い
う

取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
て
い
る
証
拠
だ

ろ
う
。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
運
営
す
る

会
場
は
数
多
い
が
、そ
の
一
部
を
紹
介
し

て
お
く
。「
こ
れ
ま
で
人
の
意
思
に
よ
っ
て

紡
が
れ
て
き
た
文
化
を
、民
間
が
活
用
し

マ
ネ
タ
イ
ズ
す
る
こ
と
で『
価
値
あ
る
日

本
文
化
』と
し
て
後
世
に
残
し
て
い
く
」

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ
と
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
京
都
の
鴨
川
畔
に
佇
む
、１
４
５
年
の

歴
史
あ
る
元
老
舗
料
亭
旅
館
。大
正
11
年

築
の
五
層
楼
閣
純
和
風
建
築
を
リ
ノ
ベ
ー

ト
し
て
い
る
。夏
に
は
京
都
の
風
物
詩「
川

床
」を
愉
し
む
こ
と
も
で
き
る
。地
元
京

都
の
食
材
を
使
っ
た
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ

ン
も
人
気
で
あ
る
。

　
京
都
の
観
光
名
所
・
東
山
は
国
の
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
あ
る
。ア

カ
ガ
ネ
リ
ゾ
ー
ト
京
都
東
山
１
９
２
５
の

前
身
は
１
９
２
５
年（
大
正
14
年
）に
建

造
さ
れ
た
老
舗
企
業
オ
ー
ナ
ー
の
邸
宅
。

洗
練
空
間
で
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
他
に
、

フ
レ
ン
チ
ダ
イ
ニ
ン
グ
、蔵
を
改
造
し
た

カ
フ
ェ
、11
席
限
定
の
シ
ェ
フ
ズ
カ
ウ
ン

タ
ー
が
利
用
可
能
。

　
１
９
０
０
年
、北
野
に
居
留
し
た
外
国

人
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
。１
９
８
０
年

に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指

定
さ
れ
た
こ
の
施
設
は
、ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

の
み
利
用
可
能
で
一
般
非
公
開
だ
っ
た
が

レ
イ
ン
邸
な
ら
で
は
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
レ

ス
ト
ラ
ン
と
し
て
も
利
用
可
能
と
な
っ
た
。

　
１
９
１
９
年
築
の
神
戸
の
西
洋
建
築
を

代
表
す
る
施
設（
県
指
定
文
化
財
指
定
）

で
あ
る
。ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
提
供
だ
け
で

な
く
、極
上
の
本
格
フ
レ
ン
チ
を
提
供
し

て
い
る
。数
々
の
賓
客
を
も
て
な
し
て
き

た
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
顧
客
に
上
質

な
時
間
を
提
供
し
評
判
を
得
て
い
る
。

　
大
阪
城
公
園
内
に
位
置
す
る
、西
の
丸

庭
園
を
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
持
つ
施
設
地
。

１
９
９
５
年
の
A
P
E
C
大
阪
開
催
の
際

に
新
造
さ
れ
た
も
の
で
、京
都
二
条
城
の

二
の
丸
御
殿
の
白
書
院
を
モ
デ
ル
に
し
た

鉄
骨
２
階
建
て
の
純
和
風
建
築
。現
在
は

各
種
会
議
に
随
時
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い

る
近
代
化
遺
産
で
あ
る
兵
庫
県
農
工
銀
行

豊
岡
支
店（
旧
豊
岡
市
役
所
南
庁
舎
）を

再
生
し
た
施
設
。昭
和
初
期
の
近
代
建
築

の
し
つ
ら
え
を
残
し
な
が
ら
、シ
ン
プ
ル

で
温
か
み
の
あ
る
客
室
全
５
室
を
有
し
、

地
域
の
食
材
を
生
か
し
た
絶
品
フ
レ
ン
チ

を
提
供
す
る
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
で
あ
る
。ま

た
施
設
に
は
ス
イ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
や
Ｂ
Ａ

Ｒ
も
併
設
し
て
い
る
。

　
旧
木
村
酒
造
場「
Ｅ
Ｎ
」は
、４
０
０
年

の
歴
史
を
持
つ
旧
木
村
酒
造
場
を
リ
ノ

ベ
ー
ト
し
た
、複
合
商
業
施
設
で
あ
る
。

５
室
の
み
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
宿
泊
施

設
と
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
地
元
の
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
が
好
評
で
、竹
田

城
観
光
客
に
人
気
の
宿
泊
施
設
と
な
っ
て

い
る
。

　
兵
庫
県
篠
山
市
の
江
戸
時
代
に
建
築
さ

れ
た
古
民
家
４
軒
を
改
装
し
、複
合
商
業

施
設
と
し
て
２
０
１
５
年
10
月
３
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。城
下
町
跡
を
取
り
込
む

よ
う
に
、複
数
の
古
民
家
を
客
室
と
し
、城

下
町
全
体
を
ひ
と
つ
の
ホ
テ
ル
と
見
立
て

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。建
築
の
歴
史

性
を
尊
重
し
な
が
ら
、地
域
で
暮
ら
す
こ

と
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
場
を
作
り
、

食
文
化
、生
活
文
化
を
復
刻
す
る
と
共
に
、

訪
れ
る
顧
客
に「
篠
山
の
暮
ら
し
」の
豊

か
さ
を
自
然
な
カ
タ
チ
で
体
験
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、こ
れ
ら

の
事
業
が
評
価
さ
れ
２
０
１
６
年
２
月
10

日
、革
新
的
か
つ
潜
在
成
長
力
の
高
い
事

業
を
行
う
、志
の
高
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
経
営
者
を
称
え
る
表
彰
制
度「Japan 

Venture Aw
ard

（
ジ
ャ
パ
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー

ア
ワ
ー
ド
）」で
、「
日
本
文
化
再
生
特
別
賞
」

を
受
賞
。「
日
本
文
化
を
紡
ぐ
」こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
事
業
モ
デ
ル
が
日
本
社
会

に
価
値
を
も
た
ら
す
と
し
て
、高
い
評
価

を
得
た
結
果
だ
っ
た
。

　　　
政
府
は
２
０
１
６
年
９
月
、内
閣
官
房

の
主
導
で
、全
省
庁
が
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま

ち
づ
く
り
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」を
立
ち
上

げ
、「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち

づ
く
り
連
携
推
進
室
」を
設
置
し
た
。様
々

な
地
域
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
参
加
し
た
有
識
者
を

中
心
に
構
成
す
る
専
門
家
会
議
が
、オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
伴
走
支
援
を
行
い
、２
０

２
０
年
ま
で
に
全
国
２
０
０
地
域
で
歴
史

的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
目
指
す
考
え
だ
。ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
お
勧
め

す
る
。

（http://kom
inkasupport.jp

）

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
他
力
野
氏
、

一
般
社
団
法
人
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
の
金
野
幸
雄
氏

は
、こ
の
専
門
家
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
が
地
域
再
生
の
成
功

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
、兵
庫

県
篠
山
市
の「
集
落
丸
山
」、「
篠
山
城
下
町

ホ
テ
ル
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
」で
あ
る
。

　
「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｉ
Ａ
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は『
不
易

流
行
』（
２
０
１
６
年
２
月
１
日
発
行
）で
、「
篠

山
城
下
町
ホ
テ
ル
に
学
ぶ
」と
題
し
特
集

記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。こ
こ
で
は
要
点

だ
け
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
取
り
組
み
は
、

平
成
26
年
地
域
再
生
法
に
基
づ
く「
地
域

再
生
推
進
法
人
」の
指
定
を
受
け
た
一
般

社
団
法
人
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
を
は
じ
め
、各
分
野

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
参
画
し
、関
西
圏
国

家
戦
略
特
区
の
特
区
事
業
認
定
を
活
用
し

な
が
ら
、建
築
基
準
法
の
緩
和
や
旅
館
業

法
の
特
例
、ま
た
、Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ（
地
域
経

済
再
生
支
援
機
構
）の
観
光
活
性
化
マ
ザ

ー
フ
ァ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
民
間
資
本
の

投
融
資
を
受
け
て
実
施
す
る
な
ど
、日
本

初
の
事
例
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。

　
画
期
的
な
の
は
、特
区
事
業
に
認
定
さ

れ
る
こ
と
で
、９
室
以
下
の「
ホ
テ
ル
」、４

室
以
下
の「
旅
館
」が
実
現
で
き
る
よ
う

に
な
り
、旅
館
業
法
の
玄
関
帳
場（
フ
ロ
ン

ト
）設
置
義
務
に
つ
い
て
も
規
制
緩
和
に

よ
り
複
数
の
分
散
し
た
宿
泊
施
設
を
、一

ヶ
所
で
運
営
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
点
で
あ
る
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
は
、物
件
を「
10
年
間
無
償

で
借
り
上
げ（
固
定
資
産
税
相
当
額
を
負

担
）、資
金
を
投
下
し
て
改
修
し
、こ
れ
を

事
業
者
に
サ
ブ
リ
ー
ス（
又
貸
し
）し
、10

年
間
の
家
賃
収
入
で
資
金
回
収
す
る
」と

い
う
手
法
を
採
用
し
て
い
る（
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
的
な
要
素
）。所
有
者
に
と
っ
て
、固

定
資
産
税
の
負
担
が
な
く
な
り
、修
繕
等

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
心
配
が
不
要
と
な
る

ば
か
り
で
な
く
、10
年
後
に
は
再
生
さ
れ

た
物
件
が
戻
っ
て
く
る
、と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

　
空
き
家
化
し
て
い
る
歴
史
的
建
造
物
の

背
景
に
は
お
お
よ
そ
、次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

● 

歴
史
的
な
建
造
物
は
、そ
の
街（
自
治

体
）の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
た
め
、「
簡
単
に

は
放
棄
で
き
な
い
」又
は「
壊
せ
な
い
」。

● 

古
く
か
ら
、そ
の
地
域
の
名
家（
庄
屋
・

名
士
）で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、解
体
し
た

り
、売
却
す
る
事
が
難
し
い
。

● 

個
人
で
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
歴
史

的
な
建
造
物
は
、自
治
体
や
国
に
寄
付
さ

れ
、登
録
文
化
財
等
と
し
て
登
録
さ
れ
、最

低
限
の
維
持
が
成
さ
れ
る
。 

し
か
し
、行

政
主
導
で
再
生
す
る
場
合
、従
来
型
の
記

念
館
や
資
料
館
、地
域
セ
ン
タ
ー
と
な
り

指
定
管
理
料（
委
託
料
）な
ど
が
更
に
発

生
し
、ほ
と
ん
ど
が
赤
字
運
営
と
な
る
ケ

ー
ス
が
多
い
。

● 

寄
付
さ
れ
た
建
物
は
、活
用
さ
れ
て
い

な
い
状
態（
空
き
家
）で
も
、最
低
限
の
維

持
管
理
コ
ス
ト
が
年
間
数
百
万
必
要
と
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

● 

自
治
体
が
保
有
又
は
預
か
っ
て
い
る
建

物
な
の
で
、民
間
企
業
が
活
用
で
き
な
い
。

● 

採
算
の
合
う
事
業
モ
デ
ル
に
出
来
な

く
て
困
っ
て
い
る
地
方
自
治
体
は
多
い
。

　
「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｉ
Ａ
」の
推
進
母
体
は
、兵
庫
県
の
丹
波
篠

山
を
拠
点
に
古
民
家
の
再
生
活
用
を
中
心

と
し
た
地
域
づ
く
り
を
行
う「
一
般
社
団

法
人
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
」で
あ
り
、サ
ブ
リ
ー
ス
と

い
う
カ
タ
チ
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
担
っ
て
い
る
の
が
バ
リ
ュ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

　
一
般
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、そ

れ
ま
で
の
組
織
に
な
か
っ
た
新
た
な
ス
キ

ル
や
ナ
レ
ッ
ジ
を
投
入
す
る
こ
と
で
活
性

化
を
図
り
成
果
を
創
出
す
る
。ま
た
施
設

再
生
で
は
リ
ノ
ベ
ー
ト
す
る
こ
と
で
町
に

話
題
が
生
ま
れ
る
。確
か
に
施
設
は
変
わ

り
、組
織
は
活
性
化
す
る
が
決
し
て
長
続

き
は
し
な
い
。正
し
く
運
用
さ
れ
続
け
な

け
れ
ば
、成
果
は
最
大
化
さ
れ
な
い
の
だ
。

　
正
し
く
運
用
す
る
た
め
に
必
要
な
エ
ン

ジ
ン
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

施
設
を
運
用
す
る
根
幹
と
な
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
特
化
し
、モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
本
来
持
つ
価
値
を
最
大

化
さ
せ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
だ
。

　　
周
知
の
よ
う
に
、彦
根
城
跡
は
国
指
定

特
別
史
跡
で
あ
る
た
め
、史
跡
内
の
現
状

変
更
は
法
的
に
許
さ
れ
な
い
。彦
根
城
天

守
・
附
櫓
及
び
多
聞
櫓
は
国
指
定
国
宝
、

天
秤
櫓
・
西
の
丸
三
重
櫓
及
び
続
櫓
・
二

の
丸
佐
和
口
多
聞
櫓
・
太
鼓
門
及
び
続
櫓
・

馬
屋
は
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
。ま

た
、特
別
史
跡
内
に
国
指
定
名
勝
の
玄
宮

園
・
楽
々
園
、公
有
財
産
と
な
っ
た
旧
木

俣
家
屋
敷
跡
、市
指
定
文
化
財
の
旧
池
田

屋
敷
長
屋
門
・
旧
西
郷
屋
敷
長
屋
門
が
あ

る
。旧
松
原
下
屋
敷（
お
浜
御
殿
）も
ま
た

国
の
名
勝
指
定
、彦
根
藩
校
の
唯
一
現
存

す
る
建
物
で
あ
る
金
亀
会
館
は
市
指
定
文

化
財
で
あ
る
。

　
彦
根
城
の
周
り
に
は
、近
代
化
遺
産
が

点
在
し
、２
０
１
６
年
河
原
町
芹
町
地
区

が
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区（
重

伝
建
地
区
）に
選
定
さ
れ
、歴
史
が
重
層
的

に
降
り
積
も
る
唯
一
無
二
の
歴
史
的
風
致

を
有
し
て
い
る
。そ
の
他
、県
が
指
定
す

る
文
化
財
、市
が
指
定
す
る
文
化
財
、そ
し

て
国
の
登
録
文
化
財
な
ど
数
多
く
の
文
化

財
が
存
在
し
、知
的
で
上
品
、文
化
的
な
雰

囲
気
で
満
た
さ
れ
て
い
る
。

　
国
宝
と
国
の
重
要
文
化
財
は
、民
間
が

利
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、「
法
務
省
は
明
治
時
代
に
造
ら

れ
た
五
大
監
獄
の
一
つ
で
赤
レ
ン
ガ
の
名

建
築
で
知
ら
れ
る
旧
奈
良
監
獄（
奈
良
市
）

の
運
営
権
を
、清
水
建
設
な
ど
８
社
の
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
共
同
事
業
体
）に
売
却

す
る
方
針
を
決
め
た
。２
０
２
０
年
を
メ

ド
に
重
要
文
化
財
の
監
獄
を
生
か
し
た
全

国
初
の
ホ
テ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
る
。歴
史

的
建
造
物
の
保
存
と
観
光
資
源
と
し
て
の

活
用
を
両
立
す
る
取
り
組
み
」（
日
経
新
聞

２
０
１
７
年
５
月
26
日
）と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
よ
う
に
、旧
奈
良
監
獄
を
皮
切

り
に
、国
重
要
文
化
財
も
利
活
用
が
可
能

な
方
向
に
進
ん
で
い
る
。

　
彦
根
市
に
お
け
る
文
化
財
に
対
し
て
の

当
初
予
算（
保
存
、修
景
等
）は
、27
年
度

４
６
８
，５
５
３（
千
円
）、28
年
度
４
６
１
，７

８
１（
千
円
）、29
年
度
４
３
９
，２
９
６（
千
円
）

と
な
っ
て
お
り
、当
初
予
算
で
は
減
額
し

て
い
る
が
、補
正
等
含
め
る
と
文
化
財
保

護
に
対
す
る
予
算
は
増
額
し
て
い
る
。

　
彦
根
城
入
山
者
数
が
安
定
し
て
増
え
て

お
り
、入
山
者
を
70
万
人
・
入
山
料
６
０

０
円
と
仮
定
す
る
と
、毎
年
４
億
以
上
の

固
定
の
収
入
を
得
て
い
る
計
算
に
な
る
。

当
初
予
算
に
近
い
財
源
を
彦
根
城
入
山
者

収
入
で
確
保
で
き
る
点
、他
都
市
よ
り
は

恵
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。（
彦
根
城
入
山
者
収

入
や
お
城
駐
車
場
、自
販
機
収
入
は
特
別
会
計
と

し
て
主
に
観
光
・
文
化
事
業
に
使
わ
れ
て
い
た

も
の
を
、ど
の
事
業
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
一

般
会
計
に
変
更
し
今
日
ま
で
至
っ
て
い
る
）。

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
二
条
城
は
、

通
常
は
入
場
で
き
な
い
夜
の
時
間
に
非

公
開
の
場
所
で
開
催
す
る
ア
ー
ト
ア
ク

ア
リ
ウ
ム
城
の
特
別
展
を
は
じ
め
、文
化

財
担
当
部
局
が
城
内
で
定
期
的
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
す
る
な
ど
、入
場
料
収
入
増

と
観
光
消
費
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
も

た
ら
す
市
税
収
入
増
を
図
っ
て
い
る
。国

指
定
特
別
史
跡
で
あ
り
、彦
根
城
の
世
界

遺
産
登
録
が
進
む
な
か
、収
益
増
と
利
活

用
を
前
提
に
し
た
文
化
財
の
保
存
活
用

計
画
等
の
作
成
は
困
難
を
極
め
る
だ
ろ

う
が
、文
化
財
の
利
活
用
に
関
し
て
規
制

緩
和
や
法
改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
前

提
に
し
た
利
活
用
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
だ
ろ
う
。文
化
財
の
保
存
と
活
用

を
共
存
さ
せ
、歴
史
的
価
値
を
最
大
限
に

活
か
す
た
め
の
方
策
を「
彦
根
の
た
め

に
」を
第
一
義
と
し
て
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
彦
根
の
古
民
家（
町
家
）の
利
活
用
に

つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　
彦
根
市
内
に
ど
の
程
度
町
家
が
残
っ
て

い
る
か
包
括
的
な
調
査
が
研
究
機
関
で
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、10
年
前
で
１
０
０
０

軒
以
上
、現
在
で
は
５
０
０
軒
程
度
で
は

な
い
か
と
専
門
家
は
予
想
し
て
い
る
。今

後
、住
人
不
在
の
町
家
等
が
増
加
し
、取
り

壊
し
等
に
よ
る
減
少
も
考
え
ら
れ
る
。そ

の
中
の
一
部
の
町
家
等
が
新
し
い
住
人
に

引
き
渡
さ
れ
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、リ
ノ
ベ
ー
ト
し
有
効
な
利
活
用
可

能
な
物
件
と
な
る
と
、そ
の
数
は
限
ら
れ

て
く
る
。し
か
し
、ひ
と
言
に
利
活
用
と

い
っ
て
も
多
種
多
様
で
あ
る
。ま
た
、そ

の
利
活
用
も
成
功
事
例
か
ら
失
敗
事
例
、

中
途
半
端
な
も
の
ま
で
様
々
だ
。共
通
し

て
い
え
る
の
は
活
用
す
る
人
や
団
体
の
意

向
で
歴
史
的
建
造
物
の
命
運
は
左
右
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
そ
の
成
功
事
例
の
一
つ
が
、内
閣
官
房

「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ

く
り
連
携
推
進
室
」が
地
域
再
生
の
成
功

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
、Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
や

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
活
動
で
あ
る
。

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
は
一
度
、古
民
家
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
自
ら
で
行
い
失
敗
し
た
経

験
が
あ
る
。そ
こ
で
、よ
り
専
門
性
の
高

い
運
営
会
社
で
あ
る
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
連
携
す
る
こ
と
で
町
屋
オ
ー
ベ
ル

ジ
ュ
の
多
角
化
に
成
功
し
た
の
だ
。

　
古
民
家
修
復
に
は
何
千
万
と
い
う
資
金

が
必
要
と
な
る
。篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
、宿
泊
12
室
の
ホ
テ

ル
事
業
で
、資
金
の
ほ
ぼ
全
額
を
民
間
資

金（
投
資
フ
ァ
ン
ド
）で
実
施
し
て
い
る
。

こ
の「
投
資
フ
ァ
ン
ド
方
式
」に
よ
り
、地

方
自
治
体
と
の
調
整
や
予
算
化
の
必
要
も

な
く
、税
金
を
使
わ
ず
に
空
き
家
と
な
っ

て
い
る
古
民
家
を
買
い
取
り
、事
業
運
営

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
投
資
フ
ァ
ン
ド
方
式
」が
決
定
さ
れ

た
背
景
に
は
、投
資
リ
タ
ー
ン
が
コ
ミ
ッ

ト
で
き
る
し
っ
か
り
と
し
た
事
業
計
画

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い（
城
下
町

全
体
を
ひ
と
つ
の
ホ
テ
ル
に
見
立
て
た

構
想
な
ど
）。勿
論
、事
業
者
誘
致
、デ
ザ

イ
ン
、情
報
戦
略
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も

優
れ
た
事
業
者
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

　
今
後
ま
す
ま
す
、民
に
よ
る
文
化
財
建

造
物
や
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、地
域
住
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、民

間
事
業
者
な
ど
地
域
の
多
様
な
人
た
ち
の

連
携
が
必
要
と
な
る
。ま
た
、こ
れ
ら
を

ま
と
め
る
た
め
に
も
歴
史
都
市
彦
根
と
し

て
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
行
政
が
中
心
と

し
て
策
定
し
、同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
共
有
で

き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
も
あ
る
。さ

ら
に
行
政
は
、文
化
財
行
政
、都
市
行
政
、

歴
史
遺
産
活
用
先
進
事
例

篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル

N
I
P
P
O
N
I
A

観
光
行
政
等
に
よ
る
連
携
し
た
事
業
の
実

施
に
よ
り
推
進
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
も
あ

る
。文
化
財
建
造
物
の
保
存
と
活
用
を
切

り
口
と
し
て
民
と
官
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
意
義
は
大
き
く
、ま
た
、歴
史
都
市

の
ま
ち
づ
く
り
は
、彦
根
の
文
化
的
景
観

さ
ら
に
は
歴
史
的
風
致
を
も
高
め
る
も
の

で
も
あ
る
。

　
古
民
家
の
再
生
費
用
に
関
し
て
、国
ま

た
は
行
政
支
援
メ
ニ
ュ
ー
と
の
連
携
パ

タ
ー
ン
は
、次
の
５
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

①
全
額
を
フ
ァ
ン
ド 

②
国
ま
た
は
地
方
自

治
体
１
／
３
、フ
ァ
ン
ド
２
／
３ 

③
国
ま
た

は
地
方
自
治
体
１
／
２
、フ
ァ
ン
ド
１
／
２ 

④
国
１
／
３
、地
方
自
治
体
１
／
３
、フ
ァ

ン
ド
１
／
３ 

⑤
全
額
を
地
方
自
治
体

　
彦
根
の
可
能
性
を
最
大
限
に
活
か
す
た

め
に
は
、文
化
財
を
守
る
と
共
に
利
活
用

す
る
た
め
の
大
き
な
資
金
を
動
か
す
こ
と

の
で
き
る
中
間
支
援
活
動
を
担
う
組
織

（
特
定
目
的
会
社
）が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
そ
し
て
、他
で
は
真
似
で
き
な
い
圧
倒

的
な
も
の「
彦
根
の
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

＆ 

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
」

を
生
み
出
す
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

興
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。文
化
財
や
史

跡
を
民
が
守
る
時
代
の
彦
根
の
可
能
性
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

● 鮒鶴京都鴨川リゾート（賃貸リース）

 ● アカガネリゾート京都東山１９２５

● 神戸迎賓館 旧西尾邸● 北野異人館 旧レイン邸● 篠山城下町ホテル NIPPONIA（サブリース）

● 竹田城 城下町ホテル ＥＮ

● 

鮒
鶴
京
都
鴨
川
リ
ゾ
ー
ト

　
（Restaurant

・Party

）

　
【
国
登
録
有
形
文
化
財
】

● 

ア
カ
ガ
ネ
リ
ゾ
ー
ト
京
都
東
山
１
９
２
５

　
（Restaurant

・Party

）

　
【
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
】

● 

神
戸
迎
賓
館 

旧
西
尾
邸

　
（Restaurant

・Party

）

　
【
兵
庫
県
指
定
重
要
有
形
文
化
財
】

● 

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
豊
岡
１
９
２
５

　
（Hotel

・Restaurant

・Party

）

　
【
国
登
録
有
形
文
化
財
】

● 

大
阪
城
西
の
丸
庭
園 

大
阪
迎
賓
館

　
（Restaurant

・Party

）

　
【
国
の
特
別
史
跡
内
】

● 

北
野
異
人
館
旧
レ
イ
ン
邸

　
（Restaurant

）

　
【
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
】

● 

篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ

　
（Restaurant

・Party

・Hotel

）

　
【
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
】

● 

竹
田
城 

城
下
町
ホ
テ
ル 

Ｅ
Ｎ

　
（Hotel

・Restaurant

・Party

）

　
【
国
登
録
有
形
文
化
財
】
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６
月
28
日
通
常
議
員
総
会
の
後
、バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
代
表
取

締
役
の
他
力
野
淳
氏
を
講
師
に
招
き
、「
古

民
家
な
ど
の
地
域
文
化
資
源
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演

が
あ
っ
た
。そ
の
講
演
か
ら
先
進
事
例
を

学
び
、彦
根
の
歴
史
遺
産
活
用
の
可
能
性

を
探
り
た
い
。

　　
ま
ず
、他
力
野
氏
の
経
歴
と
バ
リ
ュ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
が
何
を
目
指
し

企
業
活
動
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
記

し
て
お
き
た
い
。

　
他
力
野
氏
は
、「
施
設
再
生
か
ら
地
域
を

活
性
化
に
繋
げ
、日
本
独
自
の
文
化
を
紡

ぐ
」こ
と
を
テ
ー
マ
に
、２
０
０
５
年
バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社（
以
下
バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）を
設
立
。文
化
財

な
ど
伝
統
的
建
造
物
、行
政
の
遊
休
施
設

の
修
復
運
用
や
、ホ
テ
ル
・
旅
館
・
結
婚
式

場
な
ど
の
施
設
再
生
を
行
っ
て
い
る
。

　
会
社
設
立
に
は
他
力
野
氏
の
生
い
立
ち

が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　
長
崎
出
身
、神
戸
育
ち
。誕
生
日
が
原

爆
投
下
の
８
月
９
日
、５
つ
下
の
弟
も
同

じ
８
月
９
日
の
生
ま
れ
で
あ
る
。「
何
と
も

言
え
な
い
大
き
な
も
の
を
抱
え
て
育
っ
て

き
た
」と
い
う
。21
歳
の
時
、神
戸
で
阪
神

淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
。「
当
初
は
た
だ

の
憤
り
と
自
身
の
無
力
感
し
か
な
か
っ
た

が
、今
日
の
当
た
り
前
が
明
日
の
当
た
り

前
で
は
な
い
」こ
と
を
悟
っ
た
。原
爆
は

人
災
、地
震
は
天
災
で
あ
る
。多
く
の
価

値
あ
る
も
の
が
一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
て
き

た
事
実
が
目
の
前
に
あ
っ
た
。

　
他
力
野
氏
は「
文
化
は
必
要
性
で
あ
り
、

ど
ん
な
災
難
の
な
か
で
あ
っ
て
も
人
が
意

思
を
持
て
ば
必
ず
残
す
こ
と
が
で
き
る
。

文
化
と
は
、人
の
行
動
様
式
や
知
識
の
結

晶
、で
あ
る
か
ら
紡
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。人
と
本
気
で
向
き
合
う
会
社

を
創
る
こ
と
で
有
形
無
形
の
文
化
を
紡
ぎ
、

地
域
の
活
性
化
を
実
現
し
た
い
」と
語
る
。

　
そ
の
念
い
、「
文
化
を
紡
ぎ
、日
本
の
活

性
化
に
直
接
寄
与
」す
る
企
業
が
、バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。「
こ
れ
ま
で
人

の
意
思
に
よ
っ
て
紡
が
れ
て
き
た
文
化
を
、

民
間
が
活
用
し
マ
ネ
タ
イ
ズ
す
る
こ
と
で

『
価
値
あ
る
日
本
文
化
』と
し
て
後
世
に
残

し
て
い
く
」こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。

　
国
が
抱
え
る
課
題
の
一
つ
に
空
家
・
空
き

ビ
ル
問
題
が
あ
る
。そ
の
な
か
の
１
５
０

万
棟
が
古
民
家
・
歴
史
的
建
造
物
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
。今
、日
本
は
世
界
が
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
人
口
減
少
・
高
齢
化
が

加
速
度
を
増
し
て
進
ん
で
い
る
。こ
れ
ま

で
国
が
税
金
を
使
っ
て
守
っ
て
き
た
文
化

や
文
化
財
も
、社
会
の
構
造
的
な
変
化
で

今
ま
で
通
り
に
は
い
か
な
く
な
る
こ
と
は

目
に
見
え
て
い
る
。

　
歴
史
的
な
街
並
み
や
建
造
物
の
保
存
活

用
は
、寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は

限
界
が
あ
り
、長
期
に
わ
た
っ
て
の
利
活

用
も
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。こ
れ
か

ら
は
、歴
史
的
建
造
物
を
民
間
が
利
活
用

し
、利
益
を
捻
出
す
る
再
生
ビ
ジ
ネ
ス
に

よ
り
維
持
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
な
の
で
あ
る
。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
新
技
術
で

世
の
中
を
変
え
る
こ
と
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、ビ
ジ
ネ
ス
を
運
用
す
る
力
の
根
幹
と

な
る「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
」に
特
化
し
、モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
本
来

持
つ
価
値
を
最
大
化
さ
せ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
集
団
で
あ
る
。

　
他
力
野
氏
は
、「
組
織
作
り
に
相
当
時
間

を
割
い
て
い
ま
す
。よ
く
そ
こ
ま
で
や
る

な
あ
と
、他
の
経
営
者
に
言
わ
れ
ま
す
が
、

高
い
次
元
で
人
と
向
き
合
う
会
社
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、マ
ン

シ
ョ
ン
の
一
室
か
ら
始
ま
っ
た
個
人
会
社

か
ら
、本
年
13
期
目
を
迎
え
、昨
年
の
売
上

が
55
億
、５
４
０
人
の
従
業
員
を
抱
え
る

企
業
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も

多
い
。昨
年
は
テ
レ
ビ
東
京「
ガ
イ
ア
の

夜
明
け
」「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ

ト
」、Ｎ
Ｈ
Ｋ「
経
済
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
」な

ど
約
１
５
０
回
、本
年
は「
カ
ン
ブ
リ
ア
宮

殿
」な
ど
、い
ま
ま
で
は
税
金
で
残
し
て
き

た
文
化
財
を
民
間
の
実
業
で
残
す
と
い
う

取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
て
い
る
証
拠
だ

ろ
う
。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
運
営
す
る

会
場
は
数
多
い
が
、そ
の
一
部
を
紹
介
し

て
お
く
。「
こ
れ
ま
で
人
の
意
思
に
よ
っ
て

紡
が
れ
て
き
た
文
化
を
、民
間
が
活
用
し

マ
ネ
タ
イ
ズ
す
る
こ
と
で『
価
値
あ
る
日

本
文
化
』と
し
て
後
世
に
残
し
て
い
く
」

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ
と
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
京
都
の
鴨
川
畔
に
佇
む
、１
４
５
年
の

歴
史
あ
る
元
老
舗
料
亭
旅
館
。大
正
11
年

築
の
五
層
楼
閣
純
和
風
建
築
を
リ
ノ
ベ
ー

ト
し
て
い
る
。夏
に
は
京
都
の
風
物
詩「
川

床
」を
愉
し
む
こ
と
も
で
き
る
。地
元
京

都
の
食
材
を
使
っ
た
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ

ン
も
人
気
で
あ
る
。

　
京
都
の
観
光
名
所
・
東
山
は
国
の
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
あ
る
。ア

カ
ガ
ネ
リ
ゾ
ー
ト
京
都
東
山
１
９
２
５
の

前
身
は
１
９
２
５
年（
大
正
14
年
）に
建

造
さ
れ
た
老
舗
企
業
オ
ー
ナ
ー
の
邸
宅
。

洗
練
空
間
で
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
他
に
、

フ
レ
ン
チ
ダ
イ
ニ
ン
グ
、蔵
を
改
造
し
た

カ
フ
ェ
、11
席
限
定
の
シ
ェ
フ
ズ
カ
ウ
ン

タ
ー
が
利
用
可
能
。

　
１
９
０
０
年
、北
野
に
居
留
し
た
外
国

人
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
。１
９
８
０
年

に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指

定
さ
れ
た
こ
の
施
設
は
、ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

の
み
利
用
可
能
で
一
般
非
公
開
だ
っ
た
が

レ
イ
ン
邸
な
ら
で
は
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
レ

ス
ト
ラ
ン
と
し
て
も
利
用
可
能
と
な
っ
た
。

　
１
９
１
９
年
築
の
神
戸
の
西
洋
建
築
を

代
表
す
る
施
設（
県
指
定
文
化
財
指
定
）

で
あ
る
。ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
提
供
だ
け
で

な
く
、極
上
の
本
格
フ
レ
ン
チ
を
提
供
し

て
い
る
。数
々
の
賓
客
を
も
て
な
し
て
き

た
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
顧
客
に
上
質

な
時
間
を
提
供
し
評
判
を
得
て
い
る
。

　
大
阪
城
公
園
内
に
位
置
す
る
、西
の
丸

庭
園
を
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
持
つ
施
設
地
。

１
９
９
５
年
の
A
P
E
C
大
阪
開
催
の
際

に
新
造
さ
れ
た
も
の
で
、京
都
二
条
城
の

二
の
丸
御
殿
の
白
書
院
を
モ
デ
ル
に
し
た

鉄
骨
２
階
建
て
の
純
和
風
建
築
。現
在
は

各
種
会
議
に
随
時
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い

る
近
代
化
遺
産
で
あ
る
兵
庫
県
農
工
銀
行

豊
岡
支
店（
旧
豊
岡
市
役
所
南
庁
舎
）を

再
生
し
た
施
設
。昭
和
初
期
の
近
代
建
築

の
し
つ
ら
え
を
残
し
な
が
ら
、シ
ン
プ
ル

で
温
か
み
の
あ
る
客
室
全
５
室
を
有
し
、

地
域
の
食
材
を
生
か
し
た
絶
品
フ
レ
ン
チ

を
提
供
す
る
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
で
あ
る
。ま

た
施
設
に
は
ス
イ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
や
Ｂ
Ａ

Ｒ
も
併
設
し
て
い
る
。

　
旧
木
村
酒
造
場「
Ｅ
Ｎ
」は
、４
０
０
年

の
歴
史
を
持
つ
旧
木
村
酒
造
場
を
リ
ノ

ベ
ー
ト
し
た
、複
合
商
業
施
設
で
あ
る
。

５
室
の
み
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
宿
泊
施

設
と
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
地
元
の
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
が
好
評
で
、竹
田

城
観
光
客
に
人
気
の
宿
泊
施
設
と
な
っ
て

い
る
。

　
兵
庫
県
篠
山
市
の
江
戸
時
代
に
建
築
さ

れ
た
古
民
家
４
軒
を
改
装
し
、複
合
商
業

施
設
と
し
て
２
０
１
５
年
10
月
３
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。城
下
町
跡
を
取
り
込
む

よ
う
に
、複
数
の
古
民
家
を
客
室
と
し
、城

下
町
全
体
を
ひ
と
つ
の
ホ
テ
ル
と
見
立
て

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。建
築
の
歴
史

性
を
尊
重
し
な
が
ら
、地
域
で
暮
ら
す
こ

と
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
場
を
作
り
、

食
文
化
、生
活
文
化
を
復
刻
す
る
と
共
に
、

訪
れ
る
顧
客
に「
篠
山
の
暮
ら
し
」の
豊

か
さ
を
自
然
な
カ
タ
チ
で
体
験
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、こ
れ
ら

の
事
業
が
評
価
さ
れ
２
０
１
６
年
２
月
10

日
、革
新
的
か
つ
潜
在
成
長
力
の
高
い
事

業
を
行
う
、志
の
高
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
経
営
者
を
称
え
る
表
彰
制
度「Japan 

Venture Aw
ard

（
ジ
ャ
パ
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー

ア
ワ
ー
ド
）」で
、「
日
本
文
化
再
生
特
別
賞
」

を
受
賞
。「
日
本
文
化
を
紡
ぐ
」こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
事
業
モ
デ
ル
が
日
本
社
会

に
価
値
を
も
た
ら
す
と
し
て
、高
い
評
価

を
得
た
結
果
だ
っ
た
。

　　　
政
府
は
２
０
１
６
年
９
月
、内
閣
官
房

の
主
導
で
、全
省
庁
が
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま

ち
づ
く
り
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」を
立
ち
上

げ
、「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち

づ
く
り
連
携
推
進
室
」を
設
置
し
た
。様
々

な
地
域
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
参
加
し
た
有
識
者
を

中
心
に
構
成
す
る
専
門
家
会
議
が
、オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
伴
走
支
援
を
行
い
、２
０

２
０
年
ま
で
に
全
国
２
０
０
地
域
で
歴
史

的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
目
指
す
考
え
だ
。ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
お
勧
め

す
る
。

（http://kom
inkasupport.jp

）

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
他
力
野
氏
、

一
般
社
団
法
人
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
の
金
野
幸
雄
氏

は
、こ
の
専
門
家
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
が
地
域
再
生
の
成
功

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
、兵
庫

県
篠
山
市
の「
集
落
丸
山
」、「
篠
山
城
下
町

ホ
テ
ル
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
」で
あ
る
。

　
「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｉ
Ａ
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は『
不
易

流
行
』（
２
０
１
６
年
２
月
１
日
発
行
）で
、「
篠

山
城
下
町
ホ
テ
ル
に
学
ぶ
」と
題
し
特
集

記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。こ
こ
で
は
要
点

だ
け
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
取
り
組
み
は
、

平
成
26
年
地
域
再
生
法
に
基
づ
く「
地
域

再
生
推
進
法
人
」の
指
定
を
受
け
た
一
般

社
団
法
人
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
を
は
じ
め
、各
分
野

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
参
画
し
、関
西
圏
国

家
戦
略
特
区
の
特
区
事
業
認
定
を
活
用
し

な
が
ら
、建
築
基
準
法
の
緩
和
や
旅
館
業

法
の
特
例
、ま
た
、Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ（
地
域
経

済
再
生
支
援
機
構
）の
観
光
活
性
化
マ
ザ

ー
フ
ァ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
民
間
資
本
の

投
融
資
を
受
け
て
実
施
す
る
な
ど
、日
本

初
の
事
例
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。

　
画
期
的
な
の
は
、特
区
事
業
に
認
定
さ

れ
る
こ
と
で
、９
室
以
下
の「
ホ
テ
ル
」、４

室
以
下
の「
旅
館
」が
実
現
で
き
る
よ
う

に
な
り
、旅
館
業
法
の
玄
関
帳
場（
フ
ロ
ン

ト
）設
置
義
務
に
つ
い
て
も
規
制
緩
和
に

よ
り
複
数
の
分
散
し
た
宿
泊
施
設
を
、一

ヶ
所
で
運
営
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
点
で
あ
る
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
は
、物
件
を「
10
年
間
無
償

で
借
り
上
げ（
固
定
資
産
税
相
当
額
を
負

担
）、資
金
を
投
下
し
て
改
修
し
、こ
れ
を

事
業
者
に
サ
ブ
リ
ー
ス（
又
貸
し
）し
、10

年
間
の
家
賃
収
入
で
資
金
回
収
す
る
」と

い
う
手
法
を
採
用
し
て
い
る（
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
的
な
要
素
）。所
有
者
に
と
っ
て
、固

定
資
産
税
の
負
担
が
な
く
な
り
、修
繕
等

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
心
配
が
不
要
と
な
る

ば
か
り
で
な
く
、10
年
後
に
は
再
生
さ
れ

た
物
件
が
戻
っ
て
く
る
、と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

　
空
き
家
化
し
て
い
る
歴
史
的
建
造
物
の

背
景
に
は
お
お
よ
そ
、次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

● 

歴
史
的
な
建
造
物
は
、そ
の
街（
自
治

体
）の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
た
め
、「
簡
単
に

は
放
棄
で
き
な
い
」又
は「
壊
せ
な
い
」。

● 

古
く
か
ら
、そ
の
地
域
の
名
家（
庄
屋
・

名
士
）で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、解
体
し
た

り
、売
却
す
る
事
が
難
し
い
。

● 

個
人
で
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
歴
史

的
な
建
造
物
は
、自
治
体
や
国
に
寄
付
さ

れ
、登
録
文
化
財
等
と
し
て
登
録
さ
れ
、最

低
限
の
維
持
が
成
さ
れ
る
。 

し
か
し
、行

政
主
導
で
再
生
す
る
場
合
、従
来
型
の
記

念
館
や
資
料
館
、地
域
セ
ン
タ
ー
と
な
り

指
定
管
理
料（
委
託
料
）な
ど
が
更
に
発

生
し
、ほ
と
ん
ど
が
赤
字
運
営
と
な
る
ケ

ー
ス
が
多
い
。

● 

寄
付
さ
れ
た
建
物
は
、活
用
さ
れ
て
い

な
い
状
態（
空
き
家
）で
も
、最
低
限
の
維

持
管
理
コ
ス
ト
が
年
間
数
百
万
必
要
と
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

● 

自
治
体
が
保
有
又
は
預
か
っ
て
い
る
建

物
な
の
で
、民
間
企
業
が
活
用
で
き
な
い
。

● 

採
算
の
合
う
事
業
モ
デ
ル
に
出
来
な

く
て
困
っ
て
い
る
地
方
自
治
体
は
多
い
。

　
「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｉ
Ａ
」の
推
進
母
体
は
、兵
庫
県
の
丹
波
篠

山
を
拠
点
に
古
民
家
の
再
生
活
用
を
中
心

と
し
た
地
域
づ
く
り
を
行
う「
一
般
社
団

法
人
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
」で
あ
り
、サ
ブ
リ
ー
ス
と

い
う
カ
タ
チ
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
担
っ
て
い
る
の
が
バ
リ
ュ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

　
一
般
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、そ

れ
ま
で
の
組
織
に
な
か
っ
た
新
た
な
ス
キ

ル
や
ナ
レ
ッ
ジ
を
投
入
す
る
こ
と
で
活
性

化
を
図
り
成
果
を
創
出
す
る
。ま
た
施
設

再
生
で
は
リ
ノ
ベ
ー
ト
す
る
こ
と
で
町
に

話
題
が
生
ま
れ
る
。確
か
に
施
設
は
変
わ

り
、組
織
は
活
性
化
す
る
が
決
し
て
長
続

き
は
し
な
い
。正
し
く
運
用
さ
れ
続
け
な

け
れ
ば
、成
果
は
最
大
化
さ
れ
な
い
の
だ
。

　
正
し
く
運
用
す
る
た
め
に
必
要
な
エ
ン

ジ
ン
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

施
設
を
運
用
す
る
根
幹
と
な
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
特
化
し
、モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
本
来
持
つ
価
値
を
最
大

化
さ
せ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
だ
。

　　
周
知
の
よ
う
に
、彦
根
城
跡
は
国
指
定

特
別
史
跡
で
あ
る
た
め
、史
跡
内
の
現
状

変
更
は
法
的
に
許
さ
れ
な
い
。彦
根
城
天

守
・
附
櫓
及
び
多
聞
櫓
は
国
指
定
国
宝
、

天
秤
櫓
・
西
の
丸
三
重
櫓
及
び
続
櫓
・
二

の
丸
佐
和
口
多
聞
櫓
・
太
鼓
門
及
び
続
櫓
・

馬
屋
は
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
。ま

た
、特
別
史
跡
内
に
国
指
定
名
勝
の
玄
宮

園
・
楽
々
園
、公
有
財
産
と
な
っ
た
旧
木

俣
家
屋
敷
跡
、市
指
定
文
化
財
の
旧
池
田

屋
敷
長
屋
門
・
旧
西
郷
屋
敷
長
屋
門
が
あ

る
。旧
松
原
下
屋
敷（
お
浜
御
殿
）も
ま
た

国
の
名
勝
指
定
、彦
根
藩
校
の
唯
一
現
存

す
る
建
物
で
あ
る
金
亀
会
館
は
市
指
定
文

化
財
で
あ
る
。

　
彦
根
城
の
周
り
に
は
、近
代
化
遺
産
が

点
在
し
、２
０
１
６
年
河
原
町
芹
町
地
区

が
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区（
重

伝
建
地
区
）に
選
定
さ
れ
、歴
史
が
重
層
的

に
降
り
積
も
る
唯
一
無
二
の
歴
史
的
風
致

を
有
し
て
い
る
。そ
の
他
、県
が
指
定
す

る
文
化
財
、市
が
指
定
す
る
文
化
財
、そ
し

て
国
の
登
録
文
化
財
な
ど
数
多
く
の
文
化

財
が
存
在
し
、知
的
で
上
品
、文
化
的
な
雰

囲
気
で
満
た
さ
れ
て
い
る
。

　
国
宝
と
国
の
重
要
文
化
財
は
、民
間
が

利
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、「
法
務
省
は
明
治
時
代
に
造
ら

れ
た
五
大
監
獄
の
一
つ
で
赤
レ
ン
ガ
の
名

建
築
で
知
ら
れ
る
旧
奈
良
監
獄（
奈
良
市
）

の
運
営
権
を
、清
水
建
設
な
ど
８
社
の
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
共
同
事
業
体
）に
売
却

す
る
方
針
を
決
め
た
。２
０
２
０
年
を
メ

ド
に
重
要
文
化
財
の
監
獄
を
生
か
し
た
全

国
初
の
ホ
テ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
る
。歴
史

的
建
造
物
の
保
存
と
観
光
資
源
と
し
て
の

活
用
を
両
立
す
る
取
り
組
み
」（
日
経
新
聞

２
０
１
７
年
５
月
26
日
）と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
よ
う
に
、旧
奈
良
監
獄
を
皮
切

り
に
、国
重
要
文
化
財
も
利
活
用
が
可
能

な
方
向
に
進
ん
で
い
る
。

　
彦
根
市
に
お
け
る
文
化
財
に
対
し
て
の

当
初
予
算（
保
存
、修
景
等
）は
、27
年
度

４
６
８
，５
５
３（
千
円
）、28
年
度
４
６
１
，７

８
１（
千
円
）、29
年
度
４
３
９
，２
９
６（
千
円
）

と
な
っ
て
お
り
、当
初
予
算
で
は
減
額
し

て
い
る
が
、補
正
等
含
め
る
と
文
化
財
保

護
に
対
す
る
予
算
は
増
額
し
て
い
る
。

　
彦
根
城
入
山
者
数
が
安
定
し
て
増
え
て

お
り
、入
山
者
を
70
万
人
・
入
山
料
６
０

０
円
と
仮
定
す
る
と
、毎
年
４
億
以
上
の

固
定
の
収
入
を
得
て
い
る
計
算
に
な
る
。

当
初
予
算
に
近
い
財
源
を
彦
根
城
入
山
者

収
入
で
確
保
で
き
る
点
、他
都
市
よ
り
は

恵
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。（
彦
根
城
入
山
者
収

入
や
お
城
駐
車
場
、自
販
機
収
入
は
特
別
会
計
と

し
て
主
に
観
光
・
文
化
事
業
に
使
わ
れ
て
い
た

も
の
を
、ど
の
事
業
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
一

般
会
計
に
変
更
し
今
日
ま
で
至
っ
て
い
る
）。

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
二
条
城
は
、

通
常
は
入
場
で
き
な
い
夜
の
時
間
に
非

公
開
の
場
所
で
開
催
す
る
ア
ー
ト
ア
ク

ア
リ
ウ
ム
城
の
特
別
展
を
は
じ
め
、文
化

財
担
当
部
局
が
城
内
で
定
期
的
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
す
る
な
ど
、入
場
料
収
入
増

と
観
光
消
費
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
も

た
ら
す
市
税
収
入
増
を
図
っ
て
い
る
。国

指
定
特
別
史
跡
で
あ
り
、彦
根
城
の
世
界

遺
産
登
録
が
進
む
な
か
、収
益
増
と
利
活

用
を
前
提
に
し
た
文
化
財
の
保
存
活
用

計
画
等
の
作
成
は
困
難
を
極
め
る
だ
ろ

う
が
、文
化
財
の
利
活
用
に
関
し
て
規
制

緩
和
や
法
改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
前

提
に
し
た
利
活
用
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
だ
ろ
う
。文
化
財
の
保
存
と
活
用

を
共
存
さ
せ
、歴
史
的
価
値
を
最
大
限
に

活
か
す
た
め
の
方
策
を「
彦
根
の
た
め

に
」を
第
一
義
と
し
て
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
彦
根
の
古
民
家（
町
家
）の
利
活
用
に

つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　
彦
根
市
内
に
ど
の
程
度
町
家
が
残
っ
て

い
る
か
包
括
的
な
調
査
が
研
究
機
関
で
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、10
年
前
で
１
０
０
０

軒
以
上
、現
在
で
は
５
０
０
軒
程
度
で
は

な
い
か
と
専
門
家
は
予
想
し
て
い
る
。今

後
、住
人
不
在
の
町
家
等
が
増
加
し
、取
り

壊
し
等
に
よ
る
減
少
も
考
え
ら
れ
る
。そ

の
中
の
一
部
の
町
家
等
が
新
し
い
住
人
に

引
き
渡
さ
れ
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、リ
ノ
ベ
ー
ト
し
有
効
な
利
活
用
可

能
な
物
件
と
な
る
と
、そ
の
数
は
限
ら
れ

て
く
る
。し
か
し
、ひ
と
言
に
利
活
用
と

い
っ
て
も
多
種
多
様
で
あ
る
。ま
た
、そ

の
利
活
用
も
成
功
事
例
か
ら
失
敗
事
例
、

中
途
半
端
な
も
の
ま
で
様
々
だ
。共
通
し

て
い
え
る
の
は
活
用
す
る
人
や
団
体
の
意

向
で
歴
史
的
建
造
物
の
命
運
は
左
右
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
そ
の
成
功
事
例
の
一
つ
が
、内
閣
官
房

「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ

く
り
連
携
推
進
室
」が
地
域
再
生
の
成
功

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
、Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
や

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
活
動
で
あ
る
。

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
は
一
度
、古
民
家
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
自
ら
で
行
い
失
敗
し
た
経

験
が
あ
る
。そ
こ
で
、よ
り
専
門
性
の
高

い
運
営
会
社
で
あ
る
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
連
携
す
る
こ
と
で
町
屋
オ
ー
ベ
ル

ジ
ュ
の
多
角
化
に
成
功
し
た
の
だ
。

　
古
民
家
修
復
に
は
何
千
万
と
い
う
資
金

が
必
要
と
な
る
。篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
、宿
泊
12
室
の
ホ
テ

ル
事
業
で
、資
金
の
ほ
ぼ
全
額
を
民
間
資

金（
投
資
フ
ァ
ン
ド
）で
実
施
し
て
い
る
。

こ
の「
投
資
フ
ァ
ン
ド
方
式
」に
よ
り
、地

方
自
治
体
と
の
調
整
や
予
算
化
の
必
要
も

な
く
、税
金
を
使
わ
ず
に
空
き
家
と
な
っ

て
い
る
古
民
家
を
買
い
取
り
、事
業
運
営

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
投
資
フ
ァ
ン
ド
方
式
」が
決
定
さ
れ

た
背
景
に
は
、投
資
リ
タ
ー
ン
が
コ
ミ
ッ

ト
で
き
る
し
っ
か
り
と
し
た
事
業
計
画

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い（
城
下
町

全
体
を
ひ
と
つ
の
ホ
テ
ル
に
見
立
て
た

構
想
な
ど
）。勿
論
、事
業
者
誘
致
、デ
ザ

イ
ン
、情
報
戦
略
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も

優
れ
た
事
業
者
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

　
今
後
ま
す
ま
す
、民
に
よ
る
文
化
財
建

造
物
や
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、地
域
住
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、民

間
事
業
者
な
ど
地
域
の
多
様
な
人
た
ち
の

連
携
が
必
要
と
な
る
。ま
た
、こ
れ
ら
を

ま
と
め
る
た
め
に
も
歴
史
都
市
彦
根
と
し

て
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
行
政
が
中
心
と

し
て
策
定
し
、同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
共
有
で

き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
も
あ
る
。さ

ら
に
行
政
は
、文
化
財
行
政
、都
市
行
政
、

■（一社）NOTEの物件運用・契約スキーム

■バリューマネジメント（株）のスキーム

民間物件パターン

買主・借主所有者
NOTE

（個人・法人）

10年間無償貸与

10年後、更新・返却

※固定資産税負担

資金調達
建物改修

NOTE
資金調達
建物改修

サブリース

家賃

事業者
自治体（行政）

5～10年間指定管理

10年後、更新・返却

日常管理
店舗経営

サブリース

サブリース

家賃

地方自治体保有物件パターン

賃貸リース方式 サブリース方式

オーナー

オーナー

物件 物件

賃貸

家賃 家賃

リノベート リノベート

所
有

特定目的
会社

家
賃

購
入

リ
ー
ス・販
売

■NOTEが「仮りそめの大家」になる不動産の所有と利用の分離手法　■空き家を10年間無償で借り受
け、必要な改修を行ったうえで、事業者にサブリース（又貸し）　■10年間で投下資金を回収 ⇒ 空き家と
なった歴史的建造物や古民家を10年間継承

彦
根
の
可
能
性

観
光
行
政
等
に
よ
る
連
携
し
た
事
業
の
実

施
に
よ
り
推
進
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
も
あ

る
。文
化
財
建
造
物
の
保
存
と
活
用
を
切

り
口
と
し
て
民
と
官
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
意
義
は
大
き
く
、ま
た
、歴
史
都
市

の
ま
ち
づ
く
り
は
、彦
根
の
文
化
的
景
観

さ
ら
に
は
歴
史
的
風
致
を
も
高
め
る
も
の

で
も
あ
る
。

　
古
民
家
の
再
生
費
用
に
関
し
て
、国
ま

た
は
行
政
支
援
メ
ニ
ュ
ー
と
の
連
携
パ

タ
ー
ン
は
、次
の
５
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

①
全
額
を
フ
ァ
ン
ド 

②
国
ま
た
は
地
方
自

治
体
１
／
３
、フ
ァ
ン
ド
２
／
３ 

③
国
ま
た

は
地
方
自
治
体
１
／
２
、フ
ァ
ン
ド
１
／
２ 

④
国
１
／
３
、地
方
自
治
体
１
／
３
、フ
ァ

ン
ド
１
／
３ 

⑤
全
額
を
地
方
自
治
体

　
彦
根
の
可
能
性
を
最
大
限
に
活
か
す
た

め
に
は
、文
化
財
を
守
る
と
共
に
利
活
用

す
る
た
め
の
大
き
な
資
金
を
動
か
す
こ
と

の
で
き
る
中
間
支
援
活
動
を
担
う
組
織

（
特
定
目
的
会
社
）が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
そ
し
て
、他
で
は
真
似
で
き
な
い
圧
倒

的
な
も
の「
彦
根
の
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

＆ 

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
」

を
生
み
出
す
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

興
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。文
化
財
や
史

跡
を
民
が
守
る
時
代
の
彦
根
の
可
能
性
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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通
常
議
員
総
会
は
去
る
６
月
28
日
、当
所

に
て
議
員
49
人
、小
出
会
頭
、夏
原
・
木
村
・

中
川
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、中
川
事

務
局
長
ら
が
出
席
、来
賓
に
彦
根
市
産
業
部

か
ら
黒
澤
部
長
、山
縣
副
参
事
兼
地
域
経
済

振
興
課
長
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
冒
頭
に
小
出
会
頭
が
挨
拶
の
あ
と
議
長

に
就
任
。議
案
と
し
て（
１
）新
入
会
員
15

件
の
承
認
、（
２
）平
成
28
年
度
事
業
報
告
、

（
３
）〜（
13
）平
成
28
年
度
一
般
会
計
、中
小

企
業
相
談
所
会
計
、役
職
員
退
職
給
与
積
立

金
会
計
、建
物
・Ｉ
Ｔ
保
全
維
持
積
立
金
会

計
、会
館
敷
金（
預
り
金
）会
計
、労
働
保
険

事
務
組
合
各
会
計
、共
済
事
業
会
計
、ひ
こ

ね
ブ
ラ
ン
ド
開
発
事
業
各
会
計
、別
途
積
立

金
会
計
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
専
務
理
事
・

事
務
局
長
か
ら
説
明
の
後
、垣
平
監
事
か
ら

監
査
報
告
が
あ
り
、議
長
が
諮
っ
た
と
こ
ろ

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
報
告
事
項
と
し
て（
１
）新
入
会
員

の
報
告
、（
２
）議
員
の
職
務
を
行
う
者
の
変

更
届
、（
３
）部
会
・
委
員
会
等
、（
４
）ジ
ェ
ト

ロ
滋
賀
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
つ

い
て
等
の
報
告
が
あ
り
、閉
会
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式

会
社
代
表
取
締
役
の
他
力
野
淳
氏
を
講
師

に
招
き
、「
古
民
家
な
ど
の
地
域
文
化
資
源

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
」と
題

し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。他
力
野
氏

は
、各
地
に
残
る
古
民
家
等
や
街
並
み
を
宿

　
当
所
金
属
工
業
部
会（
清
水
克
己
部
会
長
）

は
、去
る
７
月
14
日
に
当
部
会
幹
事
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
清
水
部
会
長
挨
拶
の
後
、出
席
者
の
自
己
紹

介
を
お
こ
な
い
協
議
に
入
り
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
の
部
会
活
動
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
資
料

に
基
づ
き
説
明
。29
年
度
の
部
会
活
動
に
つ
い

て
、他
部
会
と
の
合
同
開
催
な
ど
を
協
議
し
、

10
月
に
浜
松
方
面
の
工
場
見
学
会
を
日
帰
り

で
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、社
員
の
職
能
力
を
高
め
る
た
め
の
リ

フ
ト
や
玉
掛
け
な
ど
の
技
能
講
習
会
の
実
施

も
と
り
上
げ
ら
れ
、既
存
の
ク
レ
ー
ン
協
会
や

溶
接
協
会
の
講
習
会
を
利
用
し
て
は
ど
う
か

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。（
以
下
掲
載
）

　
行
政
へ
の
要
望
に
つ
い
て
は
、工
業
団
地
や

も
の
づ
く
り
支
援
施
策
、県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
の
移
転
統
合
、道
路
問
題（
彦
根
駅
か
ら

南
彦
根
へ
の
線
路
沿
い
な
ど
）が
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
次
に
当
所
１
階
フ
ロ
ア
改
修
に
係
る
負
担

金
に
つ
い
て
、志
賀
谷
専
務
理
事
よ
り
説
明
と

お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

通
常
議
員
総
会 ‒

平
成
28
年
度 

事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認‒

彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾

「
ひ
こ
ね
継
未
塾
」

６
月
17
日　
当
所
に
て
開
催

ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
の

開
設
に
伴
う
ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
準
備
会
議

６
月
19
日　
当
所
に
て
開
催

ジ
ェ
ト
ロ
事
業
説
明
会

６
月
19
日　
当
所
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議
、通
常
議
員
総
会

６
月
28
日　
当
所
に
て
開
催

国
道
８
号
バ
イ
パ
ス
彦
根
・
東
近
江
間

整
備
促
進
連
絡
会

７
月
６
日　
当
所
に
て
開
催

２
０
１
８
彦
根
地
区
合
同
企
業

就
職
フ
ェ
ア

７
月
６
日　
草
津
市
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催

金
属
工
業
部
会　
幹
事
会

７
月
14
日　
伊
勢
幾
に
て
開
催

会
議
・
行
事 
開
催
報
告

泊
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、結
婚
式
場
と
し
て

活
用
す
る
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
、こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て

歴
史
的
建
造
物
を
後
世
に
残
し
、一
箇
所
の

施
設
だ
け
で
は
な
く
面
的
に
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
け
て
き

た
事
例
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。現
在
、こ
れ

ま
で
法
規
制
の
厳
し
か
っ
た
歴
史
的
資
源

の
活
用
に
対
し
て
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

新
た
な
法
整
備
が
進
ん
で
い
る
の
で
、彦
根

に
お
い
て
も
今
後
の
観
光
や
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、会
場
を
グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク
ホ

テ
ル
に
移
動
し
て
開
催
し
た
懇
親
会
に
は

大
久
保
市
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、ご
祝
辞

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成29年6月9日～平成29年６月28日　会員数 1,627件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

土木事業 平塚　律子建設業 ㈱ＲＥＧＡＬＥ　ＪＡＰＡＮ 彦根市長曽根町8-5

8月14日（月）から8月16日（水）まで商工会議所業務を休業させていただきます。
なお、業務は8月17日（木）午前8時30分より始めさせていただきます。

商工会議所業務
夏季休業のお知らせ

平成28年度 一般会計収支決算書　（平成28年4月1日～平成29年3月31日）
収入の部 （単位：円）

勘定科目 決算額
款 項

1.会費 57,849,000
1.会費 45,889,000
2.特別会費 6,575,000
3.事業特別会費 2,841,000

2,460,000
4.過年度会費 84,000
5.議員改選負担金

2.特定商工業者負担金 826,000
3.事業収入 53,253,298

3,707,926
7,584,566
7,000,000
12,231,729
5,933,097
1,574,080
11,936,648

23,699,549
3,285,252

4,262,490
5,700,000
200,000

1.検定事業収入
2.会報広告料
3.共済手数料
4.各種手数料
5.会館使用料
6.冷暖房料
7.会館賃貸料
8.テナント共益費

1.市交付金
2.市委託金
3.市補助金
4.市負担金

4.交付金・委託金
12,500,000

5.消費税軽減税率対策窓口
相談等事業委託金

5.雑収入 14,161,572

1,037,059

1.預金利息 551
2.雑収入 14,161,021

合                      計 180,073,797
6.繰越金 30,284,378 5.消費税軽減税率対策窓口

相談等事業費 942,781

1.一般事業費

2.委託補助対象事業費

17.空き店舗活用地域経済
　 活性化事業費

支出の部 （単位：円）
勘定科目 決算額款 項 目

1.事業費 46,196,866
32,595,416
264,634
1,795,577
514,144
1,585,190
2,249,154
2,602,682
6,100,219
2,438,924
720,000
194,248
258,778
3,822,228
884,856
506,692
100,000
1,797,370

13,601,450
7,868,905
420,000
3,309,764
1,060,000

2.部会活動費
3.委員会活動費
4.検定事業費
5.工業活動費
6.会員大会開催事業費
7.会報発行費
8.書籍発行費
9.会報・書籍発行企画料
10.一般広報費

12.法定台帳作成管理運用費
11.調査費

13.雇用対策費
14.融合化事業費
15.会員募集費
16.ものづくり支援室

4,333,829

2,426,89118.議員改選費

1.関係機関等との連絡会議費

2.雇用福利事業費
3.ものづくり等支援事業費
4.夏まつり事業費

1.講演会等開催費

70,063,219
24,770,086
17,086,800
7,683,286
6,716,446
773,197
7,816,961
1,108,651
2,085,718
1,617,082
31,160
964,171
886,234
155,865
213,428
754,652

16,463,529
16,399,859

63,670
2,059,459
2,133,066
1,995,066
138,000
8,125,116
5,946,516
2,178,600
1,205,359
23,720,000
18,720,000
1,000,000
4,000,000
11,574,590

180,073,797合　　　　　計
28,519,122収  支  余  剰  金
151,554,675支　出　合　計

1.給与費

2.福利厚生費
3.旅費･交通費
4.事務費

5.家屋費

6.会議費
7.渉外･交際費

2.管理費

1.中小企業相談所特別会計繰出金
2.建物・IT保全維持積立金特別会計繰出金
3.別途積立金特別会計繰出金

3.繰出金

4.予備費

2.諸手当

1.通信運搬費
2.什器備品費

1.家屋管理費
2.保険料

1.渉外費
2.交際費

8.公課分担金

9.雑費

1.分担金
2.租税公課

1.俸給

3.消耗品費
4.図書費
5.印刷費
6.事務機リース料
7.情報化推進費
8.車両維持管理費
9.事務諸費

―
 

金
属
工
業
部
会 ―

部
会
活
動
・
行
政
要
望
を
協
議

技能講習会のお知らせ
下記により、各種技能講習会の予定をお知らせします。
技能向上を目指しご活用ください。

① 玉掛け技能講習（学科２日・実技１日 計３日間）
　 10月２～３日 　　 実技４・５・６日
　 10月25～26日　実技27・30・31日

② 小型移動式クレーン運転技能講習（学科２日・実技
　１日 計３日間）
　  ９月28～29日　実技10月２・３日
    11月27～28日　実技29・30日・12月１日

③ 床上操作式クレーン運転技能講習（学科２日・実技
　１日 計３日間）
　  ９月12～13日　実技15・19日
　 10月５～６日 　　 実技10・11・12・16日

なお、会場は、日程によって異なります。
その他講習会は、多数ございますので、下記ホーム
ページの講習会をご覧ください。

問い合わせ先
（一社）日本クレーン協会滋賀支部
（東近江市種町296滋賀教習所内）
TEL 0748-42-9580　FAX 0748-42-7776　
http://www.jca-shiga.com/

④ アーク溶接等業務に係る特別教育講習
　 11月25・26日
　 ポリテクセンター滋賀（大津市光が丘町3-13）

問い合わせ先
滋賀県溶接協会内滋賀県溶接訓練協会
（大津市南郷５丁目2-14　滋賀県事業内職業訓練センター内）
TEL 077-534-1140　FAX 077-534-1173　 
※受講ご希望は、各々の各機関にお問い合わせください。

　彦根異業種交流研究会（櫻本武志会長）は、６月19日に大阪ガス総合
ショールームDILIPA彦根にて、６月例会を開催しました。
　嶽釡例会幹事の司会により開会し、櫻本会長より挨拶の後、研修に入
りました。船谷支配人より挨拶の後、大阪ガスクッキングスクールイン
ストラクター池野様より「和食の魅力　おいしいだし」についてレク
チャーを受けました。
　その後、各々が持参したお気に入りのエプロン姿でインストラク
ターさんのご指導のもと、見事な包丁さばきやガス火での炙りなどを
披露し、本日のメニュー「魚介のカルパッチョ」、「サーモンとクリーム
チーズのサラダ生春巻き」、「ローストポークのサラダ」、「ナスの煮びた
し　梅とろがけ」を作り、「ひじきとツナの炊き込みご飯」のおにぎりな
ど賑やかに交流会で試食しました。

― GAT６月度例会 ― 和食出汁講座＆おつまみ料理教室
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留学生のお仕事体験（Job Shadowing）受入事業所の募集について

彦根＆ミシガン国際交流会のご案内

事業所単位の国際交流として、留学生の方に日本・彦根市・湖東地域をより知っていただき、日本のビジネスへの理解を深め
ていただくため、事業所のお仕事体験（Job Shadowing）を実施します。会員事業所の皆様のご協力をよろしくお願いします。

実施内容
●留学生が各事業所で日常されているお仕事を体験（見学）させていただき
ます。体験というよりも影（Shadow）のように見学をさせていただきます
ので、そのために何か仕事を作っていただく必要はありません（簡単なお仕
事なら、ぜひさせてください）。

●日本語があまりわからない学生がほとんどで、コミュニケーションは英語と
なります。お仕事については、日本人にとって些細なことでも留学生には知
らないことばかりなので、例えば事務所の仕事ぶりを見るだけでも興味深
く、来客にお茶を出される様子も勉強になります。

開催日時　平成29年10月10日（火）18：30～（開場18：00～）
開催場所　かんぽの宿 彦根（彦根市松原町3759）
参 加 費　一般・非会員5,000円／会議所・OTB会員3,000円
　　　　　学生2,000円（アルコールは+1,000円）
定      員　50名 （先着順・お申込みはお早めに）

恒例の「彦根＆ミシガン国際交流会」も開催します。JCMU留学生・講師の皆
さんとの楽しいパーティーです。ぜひお気軽にご参加ください。

実施日時：平成29年9月28日（木）13：30～ 17：00のうち2～ 3時間程度
　　　　　※詳細は各事業所のご都合に合わせて多少時間調整可能です。
参加予定：ミシガン州立大学連合日本センター（通称JCMU）の留学生39名（1事業所2～6名程度が体験させていただきます）

前回の様子

お問合せ・お申込み　彦根商工会議所　TEL.22-4551／ FAX.26-2730
共催　彦根商工会議所・ミシガン州立大学連合日本センター・（一社）近江ツーリズムボード

彦根商工会議所 ひこねものづくり支援室

お問い合わせ 彦根商工会議所 ひこねものづくり支援室 小松

東レ㈱  滋賀事業場

1927年にレーヨン糸生産工場として創業。最も歴史のある事業場
です。
事業内容は、繊維、プラスチック、情報通信材料、炭素繊維複合材料
など幅広い事業展開を行っておられます。
今回は、現場リーダの人材育成や良き社風づくりのための社内の取
組を紹介いただき各企業に役立つ情報提供をしていただきます。

見学先

平成29年度ものづくり塾セミナー 1

中小企業の「良き人材育成・社風づくり」
実現のために！

日 　 時
集 　 合
参加対象者
参 加 料

定 　 員

9月21日（木）14：00～ 16：00
12：50  彦根商工会議所玄関 ＊バスで訪問
彦根商工会議所 会員
1,000円／人 
＊当日、バス乗車前にお支払いください。

30名 （定員になり次第締切） 
＊１事業所から2名まで参加可

滋賀県大津市園山 1-1-1　TEL.077-533-8001

TEL.22-4551 FAX.26-2730

企業見学会のご案内企業見学会のご案内

生産品目

複合材料：カーボンペーパー 水処理：トレビーノ

参加者
募集中
！

＊詳しくは本誌折込チラシをご覧ください。

⇩

➡

⇩

⇩

⇩

⇩

⇩

⇩

⇩

　
７
月
６
日（
木
）当
所
に
て
国
道
８
号

バ
イ
パ
ス
の
早
期
整
備
を
め
ざ
し
、「
国

道
８
号
バ
イ
パ
ス
彦
根
・
東
近
江
間
整

備
促
進
連
絡
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
道
８
号
バ
イ
パ
ス
建
設
に
関
し
て
は
、

他
に
行
政
が
主
導
す
る「
国
道
８
号
バ
イ

パ
ス
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」が
あ
り
、

今
回
開
催
さ
れ
た「
国
道
８
号
バ
イ
パ
ス

彦
根
・
東
近
江
間
整
備
促
進
連
絡
会
」は

関
係
地
域
の
商
工
会
・
商
工
会
議
所
・
関

係
団
体
が
主
導
し
て
い
ま
す
。
国
道
整

備
に
あ
た
っ
て
は
、こ
の
２
つ
の
組
織
が

両
輪
と
な
り
、行
政
と
民
間
が
一
体
と

な
っ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
当
所
小
出
会
頭
の
挨
拶
の
後
、事
務
局

よ
り
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
報
告
。そ
の
後
、

国
道
８
号
バ
イ
パ
ス
早
期
整
備
に
向
け
て

連
絡
会
議
を
開
催

近
畿
地
方
整
備
局 

滋
賀
国
道
事
務
所
長

竹
内
勇
喜
氏
よ
り
概
要
や
こ
れ
ま
で
の

進
捗
、今
後
の
流
れ
等
、情
報
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、議
事
と
し
て（
１
）平
成
29

年
度
役
員
選
任
に
つ
い
て
、（
２
）平
成
29

年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て
、（
３
）

運
営
要
項
の
一
部
改
正（
案
）に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
上
程
さ
れ
、満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
代
表
に
は
、当
所
小
出
会
頭
、副
代
表

に
八
日
市
商
工
会
議
所
の
髙
村
会
頭
、東

近
江
市
商
工
会
の
川
瀬
会
長
が
選
任
さ

れ
、今
後
、関
係
機
関
に
対
す
る
具
体
的

な
要
望
活
動
や
連
携
、情
報
共
有
の
た
め

の
勉
強
会
等
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　　
現
在
の
進
捗
は
平
成
28
年
12
月
21
日

に
第
１
回
地
方
小
委
員
会
が
実
施
さ
れ
、

地
域
の
現
状
と
課
題
、道
路
交
通
の
現
状

と
課
題
、政
策
目
標（
案
）の
設
定
、第
１

回
意
見
聴
取
方
法
、計
画
段
階
評
価
の
進

め
方
を
決
議
さ
れ
、平
成
29
年
３
月
、第

１
回
地
域
の
意
見
聴
取
で
は
、地
域
の
課

題
を
抽
出
す
る
た
め
、地
域
住
民
、事
業

所
、道
路
利
用
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

後
第
２
回
地
方
小
委
員
会
↓
第
２
回
地

域
の
意
見
聴
取
↓
第
３
回
地
方
小
委
員

会
を
経
て
対
応
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
政
策
目
標
の
素
案
と
し
て
は
、「
産
業

振
興
の
促
進
」「
交
通
の
円
滑
化
」「
交
通

安
全
の
確
保
」「
観
光
振
興
の
促
進
」が
設

定
さ
れ
、第
１
回
の
地
域
の
意
見
聴
取
で

は「
国
道
８
号
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
」

「
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
」「
道
路
整
備
の

必
要
性
に
つ
い
て
」調
査
さ
れ
、分
析
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
７
月
15
日（
土
）に

石
井
啓
一国
土
交
通

大
臣
が
滋
賀
県
を

視
察
さ
れ
、彦
根
城

玄
宮
園
に
も
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
際
に
大
久

保
市
長
、小
出
会
頭

を
始
め
と
し
た
政

財
界
関
係
者
か
ら

国
道
８
号
バ
イ
パ

ス
彦
根
・
東
近
江

間
の
早
期
整
備
や

名
神
高
速
道
路
多

賀
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設

国
道
８
号
バ
イ
パ
ス

彦
根
・
東
近
江
間
整
備
の
状
況

国
道
８
号
バ
イ
パ
ス

早
期
整
備
に
向
け
て

国
土
交
通
大
臣
に
要
望
書
を
提
出計  画  段  階  評  価  手  続  き

詳細ルート・構造の検討

都市計画・環境アセスメント

新規事業採択時評価

新規事業化

地域の意見聴取（２）

ルート帯比較案の検討　等

地域、道路交通の現況と課題の検討　等

地域意見を踏まえたルート帯の検討　等

国道８号彦根～東近江の道路計画
手続きの流れ

対応方針の決定（ルート帯決定）

地域の意見聴取（１）
現在

置
等
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
大
臣
の
来
県
は
お
よ
そ
１

年
10
か
月
ぶ
り
で
、今
回
は
県
内
の
観

光
政
策
や
交
通
事
情
の
視
察
を
通
じ
た

地
元
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
目
的
で
、ビ
ワ

イ
チ
関
連
施
設
を
始
め
と
し
た
県
内
施

設
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
の
中
で
は
小
出
会
頭
よ
り
、国

道
８
号
バ
イ
パ
ス
彦
根
・
東
近
江
間
の

早
期
整
備
や（
一
社
）近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム

ボ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
訪
問
を
受
け
て
、石
井
大
臣

か
ら
、昨
年
度
よ
り
段
階
的
に
進
め
て

お
り
、今
後
は
地
域
の
意
向
も
踏
ま
え

て
事
業
を
推
進
し
て
い
く
旨
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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平成29年3月18日（土）～平成29年12月10日（日）

国宝・彦根城築城４１０年祭事業
Latest Information      vol.9

徳川家康や井伊直政など、劇中に登場する東軍武将の甲冑や衣装、
小道具に加え、彦根市内でのロケ地マップの展示、本陣体験コーナ
ーなどを設置します。さらに、原作者・司馬遼太郎に関する企画展
示コーナーも設置します。

映
画「
関
ヶ
原
」と
は

　
戦
国
史
上
最
大
の
合
戦「
関
ヶ
原

の
戦
い
」。こ
れ
ま
で
映
画
、ド
ラ
マ

で
は
何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た

天
下
分
け
目
の
決
戦
だ
が
、真
正
面
か

ら
戦
い
自
体
を
描
い
た
の
は
日
本
映

画
史
上
初
め
て
の
挑
戦
！ 

監
督
に

は
、『
日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
』（
２

０
１
５
）な
ど
で
知
ら
れ
る
巨
匠
、原

田
眞
人
。
25
年
も
の
長
き
に
わ
た
り

映
画
化
を
熱
望
、岡
田
准
一
、役
所
広

司
、有
村
架
純
と
い
っ
た
豪
華
キ
ャ
ス

ト
を
迎
え
、司
馬
遼
太
郎
原
作
の
大
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
が
遂
に
完
全
映
画
化
。

　
「
純
粋
す
ぎ
る
武
将
」石
田
三
成
に

は
、今
や
国
民
的
俳
優
と
な
っ
た
岡
田

准
一
。た
だ
正
義
を
信
じ
、不
器
用
で

人
間
味
の
あ
る
、新
た
な「
三
成
」が

映画「関ヶ原」特別展

誕
生
し
た
！ 

対
す
る
徳
川
家
康
に

は
、日
本
映
画
界
を
代
表
す
る
名
優
、

役
所
広
司
。自
身
が
初
め
て
挑
む
と

い
う
家
康
役
を
、度
量
た
っ
ぷ
り
に
魅

力
的
に
演
じ
る
。そ
し
て
三
成
に
仕

え
る
忍
び
・
初
芽
に
は
、今
、最
も
オ

フ
ァ
ー
が
絶
え
な
い
女
優
、有
村
架

純
。初
の
本
格
時
代
劇
で
、殺
陣
な
ど

の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。

　
三
成
の
右
腕
と
し
て
勇
猛
果
敢
に

戦
う
島
左
近
に
は
平
岳
大
。合
戦
の

命
運
を
握
る
小
早
川
秀
秋
に
東
出
昌

大
。そ
の
他
、北
村
有
起
哉（
井
伊
直

政
役
）、伊
藤
歩
、音
尾
琢
真
、和
田
正

人
、滝
藤
賢
一
、キ
ム
ラ
緑
子
、中
越
典

子
、壇
蜜
、松
山
ケ
ン
イ
チ
、西
岡
德
馬

な
ど
、歴
戦
の
つ
わ
も
の
た
ち
が「
関

ヶ
原
」に
集
結
。天
下
分
け
目
の
決
戦

を
彩
る
！

　
本
作
は
、こ
れ
ま
で
語
ら
れ
て
き
た

「
関
ヶ
原
の
戦
い
」を
、新
し
い
解
釈

と
共
に
描
く
。石
田
三
成
を「
正
義
を

信
じ
、愛
を
貫
く
純
粋
す
ぎ
る
武
将
」

と
し
て
中
心
に
据
え
、徳
川
家
康
を

「
野
望
に
燃
え
、天
下
取
り
を
目
論
む

武
将
」と
し
て
対
極
に
置
き
、関
ヶ
原

の
命
運
を
握
る
小
早
川
秀
秋
も
こ
れ

ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ま
っ
た
く
違

う「
義
を
貫
こ
う
と
す
る
」武
将
と
し

て
打
ち
出
す
。

　
ま
た
、初
芽
や
蛇
白
、北
政
所
な
ど

女
性
た
ち
も
戦
い
の
命
運
を
握
る
重

要
な
役
回
り
と
し
て
、物
語
に
深
み
を

も
た
ら
し
て
い
る
。史
上
最
大
の
合

戦「
関
ヶ
原
」に
向
か
う
、武
将
た
ち
、

女
た
ち
の“

未
来
に
向
け
た
想
い"

、

こ
こ
に「
関
ヶ
原
」の
誰
も
知
ら
な
い

「
真
実
」が
描
か
れ
る
！

映画「関ヶ原」特別展 東軍の陣 ～家康と直政～
開催期間：平成29年7月8日（土）～9月18日（月・祝）
場所：彦根城天秤櫓 （彦根城の入場料が必要となります）

石田三成、島左近など西軍武将の甲冑や衣装、劇中で使用された大
砲など、レアグッズを展示します。また、2Fの彦根まちなか博物館で
は、ゲーム「戦国無双シリーズ」の企画展「MITSUNARI 11」も同
時開催中！（観覧料200円）

映画「関ヶ原」特別展 西軍の陣 ～三成と左近～
開催期間：平成29年7月8日（土）～9月18日（月・祝）
場所：夢京橋あかり館 9：30～17：30 火曜日定休 （入場無料）

商工会議所活用ケーススタディ

　　
青
色
申
告
者
に
対
し
て
は
種
々
の
特
典

が
あ
り
、そ
の
一
つ
に
所
得
金
額
か
ら
最

高
65
万
円
又
は
10
万
円
を
控
除
す
る
と
い

う「
青
色
申
告
特
別
控
除
」が
あ
る
。

　
こ
の
65
万
円
の
控
除
を
受
け
る
た
め
の

要
件
は
、次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

①
不
動
産
所
得
又
は
事
業
所
得
を
生
ず

べ
き
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
。

②
こ
れ
ら
の
所
得
に
係
る
取
引
を
正
規

の
簿
記
の
原
則(

一
般
的
に
は
複
式
簿
記)

に
よ
り
記
帳
し
て
い
る
こ
と
。

③
②
の
記
帳
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
貸

借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
を
確
定
申
告

書
に
添
付
し
、こ
の
控
除
の
適
用
を
受
け

る
金
額
を
記
載
し
て
、法
定
申
告
期
限
内

に
提
出
す
る
こ
と
。

　
10
万
円
の
青
色
申
告
特
別
控
除
は
、65

万
円
の
控
除
を
受
け
る
た
め
の
要
件
に
該

当
し
な
い
青
色
申
告
者
が
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
自
分
で
申
告
を
行
う
た
め
に
は
、正
し

い
知
識
と
正
確
な
記
帳
を
行
う
こ
と
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
は
解
っ
て
い
る
。「
青
色

申
告
」に
つ
い
て
も
理
解
は
し
て
い
る
。

が…

、し
か
し
で
あ
る
。そ
う
と
解
っ
て

い
て
も
、個
人
経
営
者
に
と
っ
て
は
そ
れ

こ
そ
日
常
の
業
務
に
追
わ
れ
、基
本
通
り

に
い
か
な
い
の
が
実
情…

…

、で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
彦
根
商
工
会
議
所
で
は
、記
帳
や
確
定

申
告
の
仕
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
方
、経

営
の
実
態
を
正
確
に
把
握
し
て
お
き
た
い

方
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、「
記
帳
指
導
」

を
行
う
と
共
に
、青
色
申
告
の
手
続
き
・

記
帳
・
決
算
の
し
か
た
・
確
定
申
告
の
手

続
き
な
ど
各
種
税
金
に
つ
い
て
も
相
談
に

応
じ
て
い
る
。

　
小
粋
な
フ
レ
ン
チ
だ
け
れ
ど
気
取
ら
な

い
、初
め
て
な
の
に
懐
か
し
い
心
地
良
さ

を
感
じ
る
街
の
ビ
ス
ト
ロ
は
、１
９
９
９

年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。以
来
、食
材

は
特
に
野
菜
に
こ
だ
わ
り
、地
場
の
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
な
近
江
野
菜
を
使
用
し
、ヘ
ル

シ
ー
ブ
ー
ム
も
あ
り
女
性
人
気
が
高
く
、

年
齢
問
わ
ず
カ
ッ
プ
ル
で
の
利
用
も
多
い

繁
盛
店
で
あ
る
。

　
オ
ー
ナ
ー
・
シ
ェ
フ
は
、上
野
祐
之
さ

ん
50
歳
。彦
根
駅
前
の
ア
ル
プ
ラ
ザ
内
の

「
ト
リ
ト
ン
」と
い
う
ピ
ザ
屋
で
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
た
15
歳
の
時
、先
輩
か
ら「
こ

の
道
で
生
き
て
い
く
の
な
ら
、し
っ
か
り

と
修
業
し
た
方
が
良
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク
ホ
テ
ル
の

厨
房
に
入
っ
た
。ち
ょ
う
ど
、串
威
佐
男

さ
ん（
現
在「
シ
ェ 

リ
エ
ー
ル 

ク
シ
」の

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
）が
料
理
長
だ
っ
た
時

代
で
あ
る
。そ
の
後
、京
都
な
ど
で
修
業
。

そ
の
間
、ミ
シ
ュ
ラ
ン
三
つ
星
シ
ェ
フ
、ピ

エ
ー
ル
・
ガ
ニ
ェ
ー
ル
氏
の
も
と
で
３
年

過
ご
し
た
。ピ
エ
ー
ル
・
ガ
ニ
ェ
ー
ル
氏

税務・記帳指導・申告相談
ビストロ マソン 
彦根市平田町 517 ／ TEL.0749-27-6780
［ランチ］11：30~14：00 ［ディナー］ 17：00~20：30 定休日 水曜日
Owner Chef 上野 祐之

か
ら
は
、「
彦
根
に
も
良
い
野
菜
が
た
く
さ

ん
あ
る
。君
は
そ
れ
を
使
っ
て
料
理
を
し

な
さ
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

　
上
野
さ
ん
33
歳
。先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス

で
厨
房
に
入
り
、串
威
佐
男
氏
と
ピ
エ
ー

ル
・
ガ
ニ
ェ
ー
ル
氏
の
料
理
の
D
N
A
を

受
け
継
ぎ
、ベ
ル
ロ
ー
ド
で
店
を
持
っ
た
。

　
「
私
は
ず
っ
と
厨
房
仕
事
で
す
か
ら
、税

務
や
記
帳
？ 

貸
借
対
照
表
？ 

損
益
計
算

書
？ 

全
く
解
り
ま
せ
ん
。商
工
会
議
所
に

は
オ
ー
プ
ン
以
来
17
年
、ず
っ
と
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
上
野
さ
ん
は
月
に
一
度
、今
も
記
帳
指

導
を
受
け
て
、毎
年
、「
青
色
申
告
特
別
控

除
」を
受
け
て
い
る
。

　
ビ
ス
ト
ロ 

マ
ソ
ン

は
、彦
根
梨
の
魅
力

発
信
の
た
め
、昨
年

か
ら
開
催
さ
れ
た

「
ひ
こ
ね
梨
さ
ん
ぽ
」

に
も
参
加
し
て
い

る
。彦
根
梨
を
使
っ

た
フ
ル
コ
ー
ス
は
市

内
唯
一
で
、大
好
評

だ
っ
た
ら
し
い
。勿

論
、今
年
も
参
加
予

定
で
あ
る
。

　
「
ひ
こ
ね
梨
さ
ん

ぽ
」に
参
加
を
勧
め

た
当
所
の
小
川
指
導

青
色
申
告
特
別
控
除

ビ
ス
ト
ロ 

マ
ソ
ン
の
場
合

会
議
所
と
の
縁

員
は
、こ
ん
な
感
想
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
ひ
こ
ね
梨
さ
ん
ぽ
は
、市
・Ｊ
Ａ・
事

業
所
・
会
議
所
等
が
一
体
と
な
っ
て
彦
根

梨
を
Ｐ
Ｒ
す
る
初
め
て
の
事
業
で
し
た
。

記
帳
指
導
に
来
ら
れ
、人
柄
も
よ
く
知
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、野
菜
料
理
が
評
判
の

上
野
さ
ん
な
ら
と
思
い
お
願
い
し
ま
し

た
。単
品
メ
ニ
ュ
ー
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、

フ
ル
コ
ー
ス
で
作
っ
て
い
た
だ
け
た
の
は

期
待
以
上
で
し
た
。今
年
の
ひ
こ
ね
梨
さ

ん
ぽ
は
８
月
20
日
〜
９
月
10
日
の
22
日
間

開
催
で
す
。彦
根
梨
が
ど
の
よ
う
な
料
理

に
な
る
の
か
、ぜ
ひ
ビ
ス
ト
ロ
マ
ソ
ン
さ

ん
で
確
か
め
て
く
だ
さ
い
」。

　
記
帳
指
導
の
縁
か
ら
生
ま
れ
た
彦
根
梨

の
フ
ル
コ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

国宝・彦根城築城410年祭では、2017年7月8日（土）から
9月18日（月・祝）まで、2017年8月26日公開の映画「関ヶ
原」に登場する甲冑や衣装、小道具の展示などを、天秤櫓で
の「東軍の陣 ～家康と直政～」夢京橋あかり館での「西軍の
陣 ～三成と左近～」の2会場で開催します。これを機にぜひ
ご来場ください。

仕事を早めにはじめて、早めに終える。そして、夕方からはオフを楽しむ。それが“ゆう活”という新しい働き方。「平日は無理…」
と諦めていたことが、働き方次第でできるようになるかもしれません。日が長くなるこの夏、
あなたの職場でも“ゆう活”してみませんか？

取組事例はこちらからはじめます この夏、国家公務員も、ゆう活を実践します。

昨年は諦めた
平日の花火大会にもGO!

英会話に行って、
その後、なんなら合コンにも。

早く帰ると、フロもゆったり。
ごはんもゆったり。
子どもと公園で待ち合わせて
キャッチボー ル！

毎タランニング。
その結果、ダイエットにも。

行きたかったお料理教室で
レシピ倍増！

ハッピーアワー
の時間から暑気払い。

彦根梨のフルコース料理（2016年 写真：彦根市提供 ）
ひこね梨さんぽ2017（予定）は、小さな前菜・ひこね梨とマリネサーモン
のルーラード・梨の冷製ロワイヤルスープ・梨と旬魚のボンファン仕立
て・お口直し・梨と牛肉のクレープ包み焼き・梨の特製デザート。
メインディッシュ１皿2,650円・メインディッシュ２皿3,400円

▶



不易流行 1213 彦根商工会議所通信 vol.41

青年部伝言板 ■彦根ばやし総おどり大会  8月10日（木）19時～ 於：市内商店街  ■８月度例会  8月29日（火）19時～ 於：彦根商工会議所 ４階Ａホール  
■滋賀県版故郷の新しい風会議  9月1日（金）18時30分～ 於：マリアージュ彦根  ■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

YEG Aug.20l7Aug.2017女性会通信   

　過日、自衛隊機ブルーイン
パルスの展示飛行を観覧しま
した。彦根城築城４１０年祭を
祝う為に華を添えて下さった
雄姿は、優美と云うか優雅と
いうか、幸せそのものでした。
　私は、小学校低学年の時終戦を迎えました。当時は、授業中であ
れ空襲警報のサイレンが鳴ると、本や筆箱をカバンの中に入れ急い
で家路につきました。そんなある日、遥か彼方の空に飛行機が何機か
飛んできました。その飛行機の中から、落下傘で降りてくる人を見つ
けた同級生の友人が「おとうちゃーん」と声を振り絞り叫びました。私
たちが草むらで平伏しているのに、どこともわからない飛行機へ走っ
て行った友を、展示飛行を観覧しながら思い出していました。
　私たちの世代にとって、恐怖の象徴でしかなかった飛行機が６機、
円を描きまたハートを作り、当時は想像する事の出来ない事実として
舞っています。世が世ならという言葉の通り、隔世の感を抱きつつ、こ
れほど幸せなイベントを傘寿を迎えた今見られるなんて、と心の中で
呟きました。その反面、外国では戦争をして死んでいる人もいます。私
が神様であるならば、不幸な人を助ける事が出来るだろうか、と思い
ながら毎朝お経を唱えています。何処まで届くかわかりませんが、世
界中の人 が々安心して暮らせますように祈ります。

　7月８日(土）、西今町に新たに建設された㈱平和堂本部の新社屋見学会が研
修委員会企画として実施され参加致しました。この施設の建設に係るコンセプ
ト、地域や従業員への波及現象、経営の姿勢を学ぼうとの思いからなのでしょ
う、３０人の会員が参加し、この数字は、他の研修会に比してかなりの多さである
ことからも関心の高さを示しています。
　夏原会長自らが新施設についての説明をしてくださいましたが、創業から６０周
年の歴史の中、先代からの経営の教えを守りながら現代にマッチした経営理念
の一端もお示しくださり参加者一同、大いに刺激と感慨を覚えることとなりました。
　掲げられた社是、社訓に沿うべく様 な々アイデアを形にし、工夫を凝らした新
施設の見学に際しても社員の皆様が大変丁寧にご案内くださいました。売り手
よし、買い手よし、世間よしの近江商人の「三方よし」を具現化するための日々 の
業務を指揮指導するための本部機能を細やかな視点で配慮されていたことも
印象に残るものでした。彦根市の誇る一大企業として、今後も一層のご繁栄を
祈念いたしますとともに、彦根の経営者の範となって地域経済の発展にお力添

えくださいますことを順う
ばかりです。
　見学会を快く受け入れ
てくださり、温かく細やか
なご配慮でおもてなしくだ
さったことに会員一同、心
より感謝申し上げます。あ
りがとうございました。　
    ㈱若林晋 馬場和子

■ 8月10日（木）彦根ばやし総おどり大会　■ 8月12日（土）納涼親睦お食事会　ぜひご参加ください。INFORMATION

㈱平和堂本部 新社屋見学会に参加 あのね～ 女性会事業所紹介

㈱棚橋食品　 　　　　　　　　  棚橋幸子

青年部通信
彦
根
商
工
会
議
所
青
年
部
創
立
35
周
年
記
念
事
業

「
井
伊
椀
グ
ラ
ン
プ
リ
」を
開
催
！

３
Ｙ
Ｅ
Ｇ
合
同
例
会

３
単
会
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
例
会
を
開
催
！

　
去
る
６
月
23
日
、東
近
江
市
布
引

公
園
に
て
３
Ｙ
Ｅ
Ｇ
合
同
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。彦
根
か
ら
28
名
が

参
加
し
総
勢
76
名
参
加
の
も
と
、長

浜
・
八
日
市
・
彦
根
の
３
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

メ
ン
バ
ー
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親

睦
を
深
め
る
目
的
と
し
て
、今
年
は

「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」を
行
い
ま

し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
八
日
市
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

山
本
会
長
よ
り
挨
拶
、準
備
運
動
・

ル
ー
ル
説
明
の
後
、競
技
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

は
ボ
ー
ル
が
大
き
く
柔
ら
か
い
た

め
、比
較
的
初
心
者
で
も
出
来
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
が
、日
々
の
運
動
不
足

を
痛
感
し
思
う
よ
う
に
動
け
な
い
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、チ
ー
ム

対
抗
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、楽
し
く

プ
レ
ー
す
る
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
メ
ン
バ
ー
間
の
絆
を
深
め
ま

し
た
。

　
そ
の
後
不
二
家
へ
会
場
を
移
動

し
、第
二
部
の
交
流
会
が
彦
根
Ｙ
Ｅ

Ｇ
嶋
津
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。テ
ー
ブ
ル
対
抗
の

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
、ス

ポ
ー
ツ
で
築
い
た
絆
を
よ
り
深
め
る

余
興
が
あ
り
、終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
交
流
し
ま
し
た
。

　
３
Ｙ
Ｅ
Ｇ
合
同
例
会
は
、普
段
接

す
る
機
会
が
少
な
い
他
単
会
の
メ
ン

バ
ー
と
交
流
が
出
来
、仲
間
や
人
脈

を
広
げ
る
素
晴
ら
し
い
例
会
だ
と
思

い
ま
す
。是
非
今
後
も
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

  　

  　

  

早
川
工
芸
㈱　
早
川 

敬
士

青
年
部
事
業
所
紹
介

ま
い
ど
お
お
き
に

石
原
産
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業
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弊
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国
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龍
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イ

ス
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、焼
肉
牛
角
を
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む
フ
ラ

ン
チ
ャ
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ズ
に
加
盟
し
飲
食
店
を
中
心

に
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
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青
年
部
の
活
動
を
通
じ
て
、皆
様
か
ら

新
た
な
気
付
き
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、事

業
の
更
な
る
成
長
に
繋
げ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

中小企業の事業活動を担う人材育成のために

お気軽にお問合わせください。
滋賀県立高等技術専門校 草津校舎（テクノカレッジ草津）

〒525-0041　草津市青地町1093
TEL.077-564-3296 ／ FAX.077-565-1867

「滋賀県中小企業の活性化の推進に関する条例」に基づき実施している事業です
　滋賀県では中小企業の人材育成を支援するため、『中小企業人材育成プランナー』が人材育成
に関する相談に応じるとともに企業ニーズに合った研修会を実施しています。
　現場の最前線でがんばる従業員の皆様がもう一段スキルアップされますよう、社員研修の一
助として是非ご活用ください！

中小企業
社外研修の実施

経済団体・
業界団体など

□ 研修実施のアドバイス
□ 社内研修の講師紹介
□ 社外研修の情報提供

講師の依頼
研修相談

情報提供
研修企画

研修協力

□ 新人～中堅社員向け研修
□ 職場の基本力強化
□ 顧客対応の基本力強化

Shiga Prefecture

企業内の人材育成の
取り組みを支援します！

「基本力」を強化し
たくましい社員を目指します！

中小企業人材育成プランナー
●公共職業能力開発
施設などの情報
●人材バンク
（講師の紹介）

中小企業の
元気を応援

！

人材育成の相談

　商工会議所青年部は、地域を担う若手
経営者による青年経済団体です。活動は
委員会組織を中心として、企業経営の研
修や地域活性化事業への参画、会員相互
の親睦事業を中心に活動しています。

青年部（YEG）
新入会員募集中！

詳しくは、
彦根商工会議所青年部事務局まで
　　　　　　　TEL.22-4551
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４
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Ｇ
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。
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外国人観光入込客数現状把握調査結果（モバイル空間統計調査結果）

　今回の不易流行では、平成28年度に（一社）近江ツーリズムボードにより実施された「平成28年  モバイル空間統計調査」の結果を公開。調査エリア
は（一社）近江ツーリズムボードの連携地域である彦根市、米原市、愛荘町、甲良町、多賀町、豊郷町の２市４町に近江八幡市を加えた７市町である。そも
そもモバイル空間統計とはなんなのか、導入する意義や事例等も含めて紹介する。

　国内屈指の携帯電話キャリアである㈱ＮＴＴドコモのビッグデー
タ活用の一環として㈱ドコモインサイトマーケティングが取り組んで
いる人口統計の一種である。㈱ＮＴＴドコモでは、携帯電話ネット
ワークで電話やメールなどをいつでもどこでもご利用できるように、
各基地局のエリア毎に所在する携帯電話を周期的に把握している。
この仕組みを利用して携帯電話の台数を集計し、ドコモの普及率を
加味することで人口を推計することができる。モバイル空間統計は
年間400万台のローミング情報から作成した新たな人口統計で、サ
ンプルの質・サイズ、集計方法がしっかりした唯一のICTを活用した
手法である。
　そこでまず気になるのは「個人情報の流出じゃないか」と思われる
方も少なからずいらっしゃるだろう。ご安心いただきたい。㈱ＮＴＴ

地域経済データ

図１　携帯電話ローミングデータの情報処理

図１　携帯電話ローミングデータの情報処理

図３　RESAS外国人移動相関分析（2015.1－6）

■ビッグデータ活用（携帯電話ローミングデータ）による最新統計手法

ドコモでは細心の注意を払い、図１のように「非識別化処理」「集計
処理」「秘匿処理」の３段階の情報処理を経て、個人識別ができない
データに加工・集計をしたうえで個人情報保護を図っている。

モバイル空間統計とは

　観光庁でも近年懸念されているように、これまでの既存の観光統
計では、外国人の入込客数を正確に把握することは出来ていない、も
しくはできないといっても過言ではない状況であった。なぜなら、既
存の観光統計の調査手法は主な観光施設や集客施設等からの情報
を集計・集約するという方法であり、その施設が外国人を区分けし
ていなければ、外国人観光入込客数ゼロとして報告があがっている
可能性が往々にあったからだ。その証拠に公表データを見ると、２市
４町の内、外国人観光入込客数ゼロの自治体が存在している。本当
にそうなのかもしれないが、実態がどうなのか、誰も検証できない状

況であったことに変わりはないだろう。そこで、（一社）近江ツーリズ
ムボードでは、内閣府まち・ひと・しごと創生本部が運営する地域
経済分析システム「ＲＥＳＡＳ」に掲載されている「外国人滞在分析」
の諸元、「ＮＴＴドコモ　モバイル空間統計」に着目し、より正確な外
国人入込客数を把握するためにデータ入手の交渉を行った。これに
より正確な外国人入込客数を把握することと既存の観光統計との
違いを比較し、より実態に近いデータを見極めるという２つの目的達
成を目指したのである。正確なデータがなければ、適切な計画を練
ることが困難を極めることは容易に想像できる。

本調査の目的

　以上から今回行ったモバイル空間統計データにより、これまでの
地域インバウンド戦略のかじ取りが大きく変わっていく可能性を秘
めていることがわかっただろう。次の課題はこのデータを元にどのよ
うな戦略や計画を立案していくかということである。外国人観光客
誘致に関するハード・ソフト整備に係るコストと経済波及効果を天
秤にかけていくことで、極端に言えば、推進するのか、切り捨てるの
か判断していくことになる。また、これまでの取り組みや施策も大き
く影響してくるだろう。既に取り組みを始めていたり予算を投入して
いる地域に関しては、減少増加に関わらずその動向に合った推進戦
略を練っていかなければならない。逆に全く取り組んでいないが自
然増している地域はこれから新たな戦略を立てて行く、もしくは様子
をみる、または切り捨てるという選択ができる。いずれにしても今回
調査によりどの地域も千人以上の外国人観光客が既に来ているとい
うことがわかった。その観光客を地域資源と捉えれば、立ち寄られ
た際にポケットマネーを如何に落としていただけるかという工夫を凝
らすだけで地域観光産業が潤う可能性があ
ることは見逃せないポイントである。
　また、この調査に加えて、まち・ひと・しご
と創生本部が運営する地域経済分析システ
ムRESASの観光マップを合わせて活用する
ことで、この外国人観光客が一体どういった
動きをしているのかということが推察できる
（図３）。2015年の古い情報であるが、京都
からの流入が最も多く、その次は岐阜県。こ
のことから推察できるのは、ＪＲや高速道路
からの流入ルートがメインで、その中でも関
空を主とした関西方面から移動が多いという

ことである。
　例えば、外国人観光客誘致に関するシティプロモーションを考える
際に、関空でのプロモーションが有効ではないか、もしくは関空と主
に取引している海外エージェントと結びつくのが効果的ではないか、
など戦略のアイデアを膨らませることができる。市町の行政ルートか
ら関西の観光関係団体から情報を入手することでさらにその戦略の
幅は広がっていくだろう。
　情報化社会が成熟してきた今、より正確な情報を如何に入手し、分
析し、組み合わせて、活用していくかはすでに非常に重要な手法と
なっている。国内で注目を浴びている観光産業に関しても例外では
なく、より正確な情報を如何に入手し、分析し、組み合わせて、活用す
ることにより、綿密で周到な戦略を立て、行動した地方行政、民間企
業、各種団体がイニシアティブを獲得していく時代である。データを
入手したのは始まりに過ぎない。如何に活用し、行動していくかが鍵
を握っている。

モバイル空間統計結果をいかに活用するか

　ではその２つの目的「より正確な外国人入込客数を把握する」と
「既存の観光統計との違いを比較し、より実態に近いデータを見極め
る」が具体的にどのような結果となったのか見てみる。比較すると、
数値が不明であった部分は数百～数万単位の入込客数が当てはま
り、すべて明らかとなった。一つ目の目的「より正確な外国人入込客
数を把握する」はある一定の成果があったと言えよう。
　次に、明らかとなった数値で何がわかるか、地域ごとのデータに目
を向けると、彦根市に関しては、かなり近い数値であることから、比
較的観光統計が正確であったことがわかるものの（外国人集計を
行っている宿泊施設が多いことも寄与していると思われる）、全体的

に過大評価気味であったことも同時に見て取れる。特に2015年に
関してはモバイル空間統計と比べて１万人程度過大であることから、
伸び率は22.9％（既存）から37.4％（モバイル）となり、想定よりも
大きい。
　米原市に関しては、既存統計よりもモバイル空間統計数値の方が
大幅に大きく、既存統計の２～３倍の外国人観光客が来訪している。
前年比を見ても、既存調査では15.4％も減っているにも関わらず、モ
バイル空間統計では39.4％も増加している。もし既存統計を元に観
光戦略策定を行っていれば、真逆の方向に行きかねない結果である。
愛荘町に関しては、既存調査に比べてモバイル空間統計では６～８

その差は一目瞭然

倍の結果が出ている。前年比は既存調査ではゼロ（普通に考えれば
奇跡的、もしくは意図的な数字と取れる）、モバイル空間統計では
2,496人減、32.4％減少という結果となった。他地域に比べ大幅な
減少であるため対応策を練る必要があるだ
ろう。
　豊郷町は既存調査で600人の減少の結
果、2016年はゼロ、増減率はなんと100％減
少であるが、モバイル空間統計では1,193人
から1,241人へ微増している。根本的な戦略
見直しが必要であろう。
　甲良町は既存調査で両年ともゼロ、モバイ
ル空間統計では857人から1,489人へ、なん
と73.7％もの増加である。外国人入込客を
獲得した要因を分析し、強化することで町の
産業を生み出すことができるかもしれない。
　多賀町は既存調査で両年ともゼロ、モバイ
ル空間統計では2,736人から2,612人への

微減という結果が出た。外国人が来ているということを認識し、イン
バウンド戦略を練って、予算化することで門前町の活性化に繋がって
いくかもしれない。

図２　モバイル空間統計調査結果
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●

10：30～11：00 彦根城天守前
13：30～14：00／15：00～15：30 彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

8月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

　認知症カフェとは？

　認知症という病気をもつ方やそのご家族、地域の
方や医療福祉の専門職、認知症に関心のある方など
が、その立場を超えて集まり、交流を持ち、語らえる
場所、必要に応じて相談できる場所です。
　彦根市では、カフェの開設・運営にあたっては、
市からの補助制度があります。

彦根市医療福祉推進課　
彦根市八坂町1900番地4　くすのきセンター2階
tel.0749-24-0828・fax.0749-24-5870

はじめませんか  認知症カフェ

区分 補助基準額 補助対象経費 補助率
設備整備費 10/10 

10/10 運営費
150,000円
カフェの開設1回当たり32,000円。
ただし1月当たり64,000円を上限とする。

カフェの開設に必要な備品購入費等
報償費、旅費、需用費、役務費、使
用料および賃借料等

◆補助対象者：医療法人、社会福祉法人、公益財団法人、特定非営利活
動法人、株式会社その他の法人ならびにボランティア団体および喫
茶店、飲食店等の事業を営む人等、認知症カフェの活動に理解と熱
意のある団体

◆場所：市内で営業する喫茶店・飲食店等（現在、城東学区に2か所設
置しています。場所は認知症カフェを設置していない南部・中部地
域を優先します）

◆開設頻度：月1回以上、1回の開設時間は2時間以上とすること
◆カフェの開設：平成29年10月に開設できること
◆スタッフの配置：相談対応できる医療・介護専門職を1名以上配置
すること

◆地域とのつながり：カフェの運営に関して市民ボランティアの積極
的な参加を促進すること

◆開設・運営に必要な経費

◆提案説明会で補助対象者を1団体選定します。
◆詳しくは、彦根市認知症HOTカフェんde事業補助金交付要綱をご
覧ください。

～彦根市HOTカフェんde事業の補助対象者募集について～

　お申込方法

彦根市医療福祉推進課に計画書等、必要事項を提出
してください。計画書や要綱は、彦根市医療福祉推
進課に設置してあるほか、彦根市ホームページから
もダウンロードできます。
提出期限　平成29年8月15日（火）午後5時（必着）

補助制度の概要

中小企業・小規模事業者の未来（ビジネス）をサポートするサイト
としてスタート。100万社の事業者と１万人の専門家・支援機関
が参加するビジネスネットワークの構築を目指しています。

「ミラサポ～未来の企業★応援サイト～」とは

ミラサポ会員向けに“便利”で“お得”なサービスをご提供します。
ちょっとした経営上のお悩み相談から、未来のビジネス創造まで
サポートできるサイトを目指しています。

●セキュリティ・個人情報保護も万全です。 
●コミュニティは、実名登録で安全です。

ミラサポの特長

ミラサポの主な機能

ミラサポ 検索

中小企業・小規模事業
者の

未来（ビジネス）をサ
ポートするサイト!!

補助金の検索・電子申請がカンタン・便利にミラサポ
からできる！
あなたが抱える経営課題に応える専門家の派遣が無
料で受けられる！
全国の事業者・専門家などが参加するミラサポコミュ
ニティで交流できる！
業務に役立つさまざまなサポートツールを活用する
ことができる！

1

2

3

4

ナビダイヤル（通話料有料）
0570-057-222

IP電話等からの番号（通話料有料）
045-330-1818

チケット発売中！

チケット発売中！

チケット発売中！

チケット発売中！

8 月 イ ベ ン ト ガ イ ド 　※未就学児の入場不可
　※託児サービス有（有料/要予約）
「親指姫」「人魚姫」「みにくいアヒルの
子」「はだかの王様」などを生み出した、
デンマークの世界的な童話作家、ハン
ス･クリスチャン･アンデルセンが主人
公のミュージカル。アンデルセンが「物
語の王様」と呼ばれるまでになった青
春の日々を、音楽とクラシックバレエで
彩ります。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　https://bunpla.jp

第５１回 彦根城能
▶9／2（土）
　開場 15：30  開演 16：00
▶彦根城博物館 能舞台
▶料金（全席指定）※未就学児の入場不可
　A席5,500円／B席5,000円
【お話】 「卒都婆小町とは」 馬場あきこ
【演目】
観世流仕舞「三井寺」 片山 九郎右衛門
大蔵流狂言「鎌 腹」 茂山 千三郎
観世流 能「卒都婆小町」大槻 文藏（人
間国宝）

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

もず唱平50周年記念
スペシャルコンサート
演歌祭り
▶9／2（土）
　1回目 開場 13：00  開演 13：30
　2回目 開場 17：00  開演 17：30 
▶ひこね市文化プラザ グランドホール
▶料金（全席指定/税込）
　一般6,500円・友の会6,000円　
　※未就学児の入場不可

「釡ヶ崎人情」、「花街の母」、「虫けらの
唄」、「浪花人情」など、数多くの名曲を
生み出した関西を代表する演歌作詞
家・もず唱平の作家活動50周年を記念
したスペシャル企画。
出演：川中美幸、鳥羽一郎、中村美律子、
成世昌平、高橋樺子

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　https://bunpla.jp

テーマ展
日本刀鑑賞のススメ
～井伊家伝来名刀尽～
▶開催中～9／5（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
独特の反りをもつ日本刀。武器としての
機能はもちろん、その美しさは国内外
から高く評価されています。本展では、
井伊家伝来の刀剣を通して、日本刀の
見方と魅力を紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

花しょうぶ通り
     ナイトバザール
▶8／12(土）17：00～（雨天決行）
▶花しょうぶ通り商店街
“１００円で買える幸せ”恒例のナイトバ
ザール

花しょうぶ通り商店街（振）
TEL.22-1026（いと半老舗）

ひこねで朝市
▶8／20（日）８：００～１２：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

グリルの枠を超えた新発想
コンロ調理体験会
▶8／22（火）10：30～12：30
　〈申込締切日：8／15（火）〉
▶9／12（火）10：30～12：30
　〈申込締切日：9／5（火）〉
▶大阪ガス総合ショールーム
   DILIPA彦根
▶参加費：無料
▶定員８名（応募多数の場合抽選、初回
　の方に限ります）

最新のＳｉセンサーコンロを体験いた
だきます。
〈MENU〉 ＊マルチグリル／たっぷり
野菜のトマトソースペンネ・ピザ（新機
能の冷凍食品モードを使用します）
＊ココットダッチオーブン／あったかポ
トフ

ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

親子でつくる★わく
わくランチ
▶8／25（金）10：30～12：45
　〈申込締切日：8／11（金）〉
▶大阪ガス総合ショールーム
   DILIPA彦根
▶参加費
　1組2名 1,000円（税込・親子）
　1組3名 1,500円（税込・親子）
▶定員12名（応募多数の場合抽選）
　※小学生以上のお子さま対象

〈MENU〉・チーズ in エビフライ ・ナス
とスマイルたまごのミートスパゲッ
ティー ・カラフル野菜のグリルサラダツ
ナマヨディップ ・ふるふるミルクゼリー
ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

劇団四季ミュージカル
『アンデルセン』
▶8／26（土）
　開場 16：30  開演 17：00 
▶ひこね市文化プラザ グランドホール
▶料金（全席指定/税込）
　一般／SS席8,640円・S席6,400円 
　A席5,400円　
　高齢者・障がい者・学生／SS席8,100円 
　S席6,100円・A席5,100円

彦根城築城410年記念演奏会
イル・デーヴwithオー
ケストラ・アンサンブル
金沢
▶9／9（土）
　開場 14：15  開演 15：00 
▶ひこね市文化プラザ グランドホール
▶料金（全席指定/税込）
　１階／S席5,000円・A席4,500円 
　２階／A席4,500円・B席3,000円 
　※未就学児の入場不可
　※託児サービス有（有料/要予約）
▶チケット販売
　ひこね市文化プラザチケットセンター
　TEL.27-5200
フトメン人気オペラユニット（IL DEVU）
によるダイナミックかつ心の奥底に染入
る歌声と楽しいトーク、OEKの洗練され
た音楽。心温まる様々な魅力に溢れた演
奏会をお楽しみください。
【プログラム】NHK大河ドラマテーマ曲
「おんな城主 直虎」「サンタ・ルチア」「フ
ニクリ・フニクラ」「見上げてごらん夜の
星を」他
特定非営利活動法人ひこね文化デザインフォーラム
TEL.23-3383

ひと工夫で美味しい
防災クッキング♪
▶9／19（火）10：30～12：45
　〈申込締切日：9／5（火）〉
▶大阪ガス総合ショールーム
   DILIPA彦根
▶参加費 1,000円（税込）
▶定員12名（応募多数の場合抽選）
〈MENU〉・簡単カナッペ２種～プチ
トマト＆ナス～・ヘルシーなカボチャ
コロッケ・サバとキノコの時短パスタ
・切干大根とニンジンとビーンズの
スープ・４つの材料で作る★チョコバ
ナナソフトクッキー
ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

有効期限2017年9月15日まで

有効期限2017年9月15日まで

有効期限2017年9月15日まで

有効期限2017年9月15日まで

有効期限2017年9月30日まで

有効期限2017年9月15日まで

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

彦根市西今町933番地
TEL.0749-27-0050

東近江市中野町268番地
TEL.0748-20-0050

近江八幡西庄町985番地
TEL.0748-32-0050

彦根市西今町939番地
TEL.0749-22-5000

彦根市西沼波町191番地
TEL.0749-24-9500

犬上郡多賀町多賀1479番地
TEL.0749-48-7500

安 心 と 信 頼 の ネ ッ ト ワ ー ク

新規設置の方限定
50円ドリンク10本サービス!!
※他のクーポン券との併用はできません。

加盟店／有限会社ガーディアン・ズ
オフィスコンビニ彦根店
0120-40-0064

オフィスの中に“Ｍｙコンビニ”をオフィスの中に“Ｍｙコンビニ”を
オフィスコンビニのココがイイ!!
● 毎日のドリンク代、コストダウン
● 好みに合わせて選べる商品
● 欲しい時にすぐそこに
● 契約書不要の簡単申込み
● 定期的な訪問で補充も万全
● 面倒な管理も一切不要

ドリンク
50円～

お菓子・カップラーメン
100円～

料金は飲んだ分だけ！全て格安

彦根市中央町6-11・1階／TEL.0749-20-6989
営業12：00～21：00／定休日 水曜日

●各種楽器販売
ギター、ベース、ドラム、アンプ、エフェ
クター、ウクレレ、関連アイテムなどを
取り揃えています。
●店頭リペア対応可
リペアマン常駐！即日対応可！
改造や調整のご相談も承ります。
●練習スタジオ完備
モニタリングにこだわった練習スタジオを
設置。個人練習用１室、バンド練習用１室。
・スタジオレンタル 1,800円／h～

当店のエフェクターブランド「ennui sound」。
関西の楽器見本市「サウンドメッセ2017」に
出展いたします。彦根から世界へ!!

※楽器本体は対象外です。

・アクセサリーお買い上げで８％off
・当店オリジナルピック３枚プレゼント

本格的な和食が味わえるカジュアルな割烹
料理店。京都祇園の割烹で修業した店主が
調理する料理は、素材にこだわり、味も繊細
で美味。落ち着ける店内も魅力です。
ぜひ一度ご来店ください。

○彦根市後三条町478  ○電話番号 0749-23-9822  ○定休日 月曜日
○営業時間 午後6時～午前1時  ○駐車場 道向かいにＰあり

・メニュー
造り盛り合わせ（2人前）
　　　　　　  2,800円
金目鯛西京焼     850円
甘海老唐揚        800円
鯛の土鍋飯     1,200円
                            他

お一人様一枚のご利用とさせていただきます。
また、他券との併用はご遠慮ください。

お一人様一枚のご利用とさせていただきます。
また、他券との併用はご遠慮ください。

ワンドリンク無料

彦根市旭町９番５号（JR彦根駅徒歩１分）
お酒を召し上がる方にも最適な場所です。
TEL.0749-22-0919
昼11：30～14：00・夜16：30～23：00
駐車場完備・送迎バスあり・不定休

本格握り鮨と
　　旬彩割烹料理
四季折々の新鮮な魚介で酢作
り、煮作り、焼作り、蒸作りなど
一手間かけた鮨をお楽しみい
ただけます。夏は鱧（ハモ）コー
ス、鱧鍋、岩カキ、鯛と夏野菜の
カルパッチョ、松茸土びん蒸し
に好評をいただいております。

●鱧大鍋　　5,400円
●鱧コース　6,698円
●懐石コース
   3,380円、4,320円
   5,400円、6,480円
　＊全て税込価格です

他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

飲食代５%OFF

TEL：0749-38-38480120-47-1955
受付時間 9：00～18：00 年中無休

ご注文は
犬上郡甲良町池寺1-5

会席料理はもちろん、寿司、オード
ブルなど、お集まりの席で慶ばれる
お料理をご用意。

仕出し料理

湖東三山西明寺前

一休庵 本店

一休庵
本店

ご要望など、
何でもお気軽に
ご相談ください。

仕出しでのお会計10％割引

本　社　〒522-0082  滋賀県彦根市安清町4番16号
　　　　TEL（0749）22-2551（代） FAX（0749）22-2542
営業所　東京・大阪・名古屋・仙台

ISO ９００１認証取

水道用バルブメーカー

地球は私達の故郷です。
故郷の水を守って行く事が私達の生き甲斐です。
バルブのトップメーカーであり続けるために、
　　　　　　　私達は水に支えられた豊かな生活づくりに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　たゆまぬ努力を続けて参ります。

● ソフトシール弁 ● 仕切弁 ● 消火栓
● バタフライ弁 ● 空気弁 ● 電動弁
● 緊急遮断弁 ● その他弁栓類

《営業品目》《営業品目》

（緊急遮断弁）

耐震

緊急開放・強制放水弁

給水口付急速空気弁




